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別府温泉湧出量の相互影響調査  

山 下 幸 三 郎   

1．緒  
（1）   

別府温泉の湧出量の相互影響調査ほ昭和24年以来各所で行って来たが昭和31年慶事業として特  

に旧別府市内流目通り以北の温泉群について調査した。流川通りの近傍田の湯温泉脈上でほ埋設  

管に老朽竹管が多く、又所有者の了解が得られなかった為適当な試験井が無く計画通りの実験が  
（2）  

出来なかった。たまたま田の湯泉脈上の自然湧出泉のあった近傍で西日本相互銀行が地下室工事  

を行い地下5m掘り下げ地下水（泉温450c～40Dつ を排水した為附近温泉の一部が停止又は湧出  

量が減少し問題と成ったが工事を中止する事が困雉な為工事完成揚水停止後の回復状態を測定し  

た。実験方法は既設温泉を過剰揚水する方法を用い揚水量を増す為揚水能力の大きいポンプを同  

い揚水時間を4時間～8時間にした。又揚水影響を明瞭にする為の潮汐除去の方法及測定範囲は既：  
（3）  

に行った方法を踏襲した。  

2．実 験 結 果   

i）別府市老桧区No・448温泉は水位低くポンプ揚水を行っている。先づ揚水試験を行う前  

牙一国（も日九時よ  
）  

牙一図（A）   

No．448温泉場水による周辺温泉の湧出量変化  

Ig56．316 8h 9hl♂1lh12h13hl♂1少16hI7h18h津2か21h  

‥■・・．・．・・・∴  
而
皿
 
 

＝ ≡ ＝ 稟測植  
30  

20  

10  

0  

■lひ＿ひ●。卿異に申  
〟04481       J  

J  

推富伯  

l  －t   

I I 

ll  

l O⊥ナ○‾t一滴水中ーー．  －10′n  

「 ＝「「 「 足し当日  

11時30分揚水を開始し5時間行った。其の］募  

水量は35、43L／Mで其の影響は第1図の如  

く No・445の水位降下約4cm位であり他の   

・温泉には影響は表われてない。これは湧出量  

の測定精度が水位に比較して悪いからで、全  

く無いのではなかろうが影響が小さい事は聴  

かである。No．445はこの揚水井を新堀し  

l ポンプ揚水を始めて間も無く湧出が止った為   
：揚水による水位変動隼依って埋設管が故障し  

たのではないかの疑いを持たれたが揚水試験   
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の結果揚水の為の水位変化は鱒汐に革る変化の吉にすぎ牢い原因は揚水？みではあるまい0其の  

・後埋設管の掃除を行ったが回復せず原因ほ明らかでない。  

ii）別帝布鞄水圏No・434の18ほ新設の温泉で湧出量多く揚水量は100L／Mであるが過剰揚水量  

ほ55L／M水位降ほ1．50mであった。其の影響ほ算2図の如く封0．434の17、434の9、434の4等試験井  

．より50m以内の温泉に僅かな減少が見られる。  

牙二図（A）  牙三国（A）   

No・434の18温泉揚水による周這温泉の湧出量変化 No・433の2温泉揚水による周辺温泉の湧出量変化   
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iii）別府市北浜No．433の2温泉揚水試験に於てはたまたま No．430の2温泉水位を連続自記  

記録中であったので揚水による水位降下が記録せられた。この温泉の深度は148mあり揚水試阪  

井と略同一深度である。其の揚水影響は第3図Aの如く揚水量最大75工イM、これによる試験井の  

水位降下は約2．40mで、この揚水により38m離れたNo．430の2の水位降下ほ約12cmである。揚水  

井について其の水頭と湧出量の関係を求めた結果両者ほ一次関係があり12cmの水位変化による  

湧出量の変化は約4L／Mになるが他の温泉の減少量はこれよりも少なく No・430の2温泉より近い  

No．433の1温泉でも3りMにすぎない。この深度の温泉層ほ現在水位降下し自噴しなく成って  

四囲の他の温泉ほ180m～200m層より採湯している。然し多少の影響があるから其の間に幾分の  

関連ほあると思われる。（この揚水井も試験接2，3ケ月で湧出が止り増掘を行った）  

iiii）別府市行合町No．398温泉揚水試験に於てほ過剰揚水量60L／Mであるが他温泉への影響は  

認められない。   

ラH∃団（B）   オ四囲（A）   

No．398 温泉揚水による周辺温泉の湧出量変化  
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Ⅴ）別府市不老町No．769温泉は田の湯泉  

脈上たあり温泉の密築している地域である   

試験井は埋設管の口径が小さく過剰揚水  

量も50L／Mセあるが60m以内仁温泉に影響  

があり影響の度合ほ深夜にも関係があるが   

試験井を中心として対称的で無く東西方向  

に強く影響する傾向が見える。この事は  

〟047】  l  

（2）  

昭和24年この試験井の西方180mNo1694温泉で行った結果に似ている。測定した温泉の総減量は  

約4L／Mであるが、他に多数り温泉孔がありこれ等の減少量を合すれば2倍以上に成ると思われる。  

この影響量も No．694揚水に於ける量と略等しい。  

iV）別帝市北町No・331の1温泉の過剰揚水量は50ん60L／Mであ◆るが其め影響は■No・330の1、．  
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牙六図（A）   

No．331の1温泉揚水による周辺温泉の湧出量変化  
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矛五図（A）  

No．769温泉揚水による周辺温泉の湧出量変化  
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牙五図（B）  

牙六図（B）  

331、349、のみに表われ其の減少量も少ない。   

vii）西日本相互銀行別府支店ほ別府市流川通り四丁目匿新築工事を行い、地下室新設の為約  

801げの面積を地下5m掘下げ湧出する地下水（泉温450Cん40QCの温泉水）を排水した（ポンプ  

能力より推定1500L／M水位降下5m）為附近温泉4孔の湧出が停止し数孔が減少し問題と成つ  

た。この地域ほ田の湯泉脈上で以靖自然湧出泉のあった地域であるから地下浅層まで温泉水  
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がありこれが排水により影響を及ぼす串は当然予想せられる。京大別府研究所に於てほ20年釆こ  

の工事地点より西北方約200mの Ⅳ（）・749温泉について其の湧出量泉温の過一回観測を行って来  

たが、第7図の如く憫不I131年12月14日より突然約1L／Mの減少を示し昭和32年1月11日に復元して  

いる。工事による排水は昭和31年12月13日に始め昭和32年1月12日紅停止したからこの排水期間  

牙八図（A）  

No・280の1温泉揚水による周辺温泉の凝出鼻変化  

牙七図No。749温泉湧出盈変化  
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と減少期間が全く一致し排水の影響と考えられ  

相当開署な影響を与えた軍ほ撒かである。揚水  

停止11寺は既に大部分が埋め戻されてあり揚水量  

も500～700L／Mに・減じ水位ほ地下2．40m桂皮  

であったから幾分回復していたであろうが、揚  

水停止後も第8図の如く測定温泉孔の殆んどが  

増加し完全回復に3日を要した。これは排水温  

泉水が自由面地下水である為である。No．495、  

283、276は略等距離にあり共に4りM程炭の  

N0508 , 

■トーーー●」－－－－一1・  こ←●  

〟8Jβ5  

●● ●● ‥ ●● ■● ‥ ●● ●－ ●－  

（オ八図B）  増加を示しているから総増加量は60L／M以上と推定せられ  

る。虻0．279は最も近接しているから影響も顕著にある筈で  

あるが、工事の為地盤に亀裂が生じ遁設管が破損した事が明  

らかで測定途中より増掘を始め測定が出来なかった。この様  

に白然湧出地帯に於ける地下工事に於ては四囲の温泉への影  

響を考慮し施行方法を決定すべきである。   

Ⅴ用）別府市亀川No・115の1温泉附近は自然湧出地辟で近  

距離に多数の温泉孔があるが、第9図の如く過剰揚水量65  

りMに対し、其の影響ほ殆んど無い。試験井は新設の温泉で  

深度は53軌あり附近温泉の2倍以上の深渡であり静止水頭ほ  

2mも高い。近拒離に多数の温泉があるにも拘らず影響が触  

いのほ温泉水儲が異なり然も其の間の連絡が無いからであろ  

う。この地域は自然湧出泉穿堀泉が入り交った特種な地域であるから尚精査する必要がある。  
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がありこれが排水により影響を及ぼす事は当然予想せられる。京大別府研究所に於てほ20年来こ  

の工事地点より西北方約200mの：N（）・749温泉について其の湧出量泉温の遇一回観測を行って来  

たが、第7図の如く昭和31年12月14日より突然約1L／Mの減少を示し昭和32年1月11日に復元して  

いる。工事による排水ほ昭和31年12月13日に始め昭和32年1月12日に停止したからこの排水期間  

牙八図（A）  

No・280の1温泉揚水による周辺温泉の湧出量変化  
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牙七図No．749温泉湧出量変化   
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と減少期間が全く一致し排水の影響と考えられ   

相当顕著な影響を与えた事は確かである。揚水   

停止時は既に大部分が埋め戻されてあり揚水量   

も500～700L／Mに減じ水位ほ地下2．40m程度  

であったから幾分回復していたであろうが、揚  

水停止後も第8図の如く測定温泉孔の殆んどが  

増加し完全回復に3日を要した。これは排水温  

泉水が自由面地下水である為である。No・495、  

283、276は略等距離にあり共に4L／M程度の  

増加を示しているから総増加量は60L／M以上と推定せられ  

る。」虻0．279は最も近接しているから影響も顕著にある筈で  

あるが、工事の為地盤に亀裂が生じ埋設管が破損した事が明  

らかで測定途中より増掘を始め測定が出来なかったっ こ¢様  

に自然湧出地帯に於ける地下工事に於ては四囲の温泉への影  

響を考慮し施行方法を決定すべきである。   

Viii）別府市亀川No・115の1温泉附近は自然湧出地帯で近  

距離に多数の温泉孔があるが、第9図の如く過剰揚水量65  

L／Mに．対し、其の影響は殆んど無い。試験井は新設の温泉で  

深度は53mあり附近温泉の2倍以上の深匿であり静止水頭ほ  

2mも高い。近距離に多数の温泉があるにも拘らず影響が無  

いのほ温泉水層が異なり然も其の間の連絡が無いからであろ  

（牙八図B）  

うっ この地域ほ自然湧出泉穿堀泉が入り交った特種な地域であるから尚精査する必要がある。  
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矛九図（B）  牙九図（A）  

Np．115の1温泉揚水による周辺温泉の湧出量変化  
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3．総  括  

別府市流川通り以北温泉群に裁て現在迄匿行つ  

た揚水試験井ほ第10図の如く相当多数に成ったが  

尚、適当な試琴井が無く不十分な地域もある。こ  

の地域にほ2本の温泉脈があり旧別府市内温泉中  

の主要な湧出地帯である。過去の調査結果でほ泉  

温湧出量共に増加の傾向を示した。揚水試験の結  

呆も亦地域的に幾分の違いほあるが揚水量に比して減少量ほ少なく、地下温泉伏涜に余裕のある  

ことを示している。尚、地域的な揚水影響に裁て其の要点を述べると下の如く成る。  

1．流川通りの近傍地域ほ田の湯泉脈上で温泉孔数も多く、湧出量も豊富であるがNo，694、   

No．769、No．280の1の結束ほ影響が明瞭に表われ影響の及ぶ地域が揚水井を中心とした対  
牙10図 揚水試験井分布  

称的で無く東   

西の方向忙強   

く影響する傾   

向がある。揚   

水量に対する  

減少量ほ約与も   

程で温泉伏流   

に余裕のある  

専ほ確かであ  

る。No．1212  

の結果も略同  

様である。   

2．別府駅前附   

ー 6 一  



近ほ泉温高く湧出量も豊富であり孔数が少ないっ拐水試験の結果もNo．536、498の如く揚水影  
l   

警ほ殆んど無い。No．330の1も其の揚水影響ほ非常に少ない。  

3．海門寺附近海門寺泉脈上では泉温高く旧別称け内でほ最も湧出量の豊吉な地域であるが、影   

響は流川通り以北の地域中で最も大きい。然し揚水量に月する減少量ほ－′理匿で尚温泉伏流に   

余裕はある。  

4．海岸の埋立地に於て北部鶴水園地域は孔数も少なく影響も非常に小さいが、南部北浜に於て   

ほ温泉孔数が北部に比して多く影響も北部より大きい。北浜では以繭ほ深層150m前後であつ   

たが現在この層の温泉水位は低下し自噴しなく成っている。この水′に低下ほ孔数の増加に関連   

があると思われる。   

終りに本調査ほ県衛生課、別称保健所、別府市役所の協力と温泉所有者の理解と還助によって  

行なった事を附記し感謝の意を表する．⊃  

参 考 文 献   

（り 瀬野鈷蔵、山下幸三郎 別府温泉に於ける湧出量の相互関係に託て 大分崇温泉調査研究会報告オー号  

山下幸三郎  温泉湧出量の相互影響調査報告  〝  牙七号  

（2）l山下幸三郎  別府温泉の調査の結果に就て  〝  オー号  

鈴木 政遠  別府附近の地史と温泉脈  地 球 物 理 オ・巻オー号  

（3）（1）と同じ  

一一 7 －－・   





別府市鉄輪温泉調査報告  

山  下  幸 三 郎  

1．緒  

鉄輪温泉ほ別府市の北西にある温泉群で自然噴気、掘さく噴気、白然湧出、坊土地獄、噴騰泉  

等あり、後火山作用の畦盛な地域で所謂、別府の地獄地帯である。これ等温泉ほ浴用の外、観覧  

用、炊事用、暖房用等に利用されている。鉄倫市街地は主として深度数米の噴気孔であったが、  

昭和29年夏期の豪雨以後急激に衰微し其の後増掘が行なわれたが一部の地域でほ噴出しなくなつ  

た。この琴微原因調査の目的で先づこの地域の温泉の現況調査を行い、次いで噴気の相互影響を  

調査する予定であったが噴気孔の加工状態から見て測定が容易に出来そうに無いので増掘による  

新噴出時に調査する事にしていたが機会が無く調査出来なかった。  

2．調 査 結 果  
（1）  但）   

この地域の温泉調査ほ既に昭和19年、昭和24年の二回の調査があるが、噴気に就てほ其の流量  

ほ測定されてない。今回ほ噴気流量も測定したが、噴気孔の加工状態が測定に都合よく作られて  

いるものが少なく正確な測定ほ出来なかった。調査温泉の分布ほ第一図の如く鉄輪温泉近隣の  

一部の温泉も合せて調査した。   

鉄輪市街地ほ最も密集している。この地苗ほ以前自然噴気地帯で僅か1、5米位穿掘し噴出する  

蒸気を蒸物用忙用いていたが、漸次衰微し特に昭和29年よりほ殆んど出なくなった。其の後増掘  

を行なって現在ほ20～30米の層より噴出している。又閉止孔が目立って多く閉止孔数75孔ありJ  

この内25孔ほ昭和29年より閉止したものである。現在噴出しているものほ30孔であるから昭和29  
年より活動孔数が約半減したわけである。  

Jま  噴気の外掘さく噴騰泉が5孔あり、他は熱永湧出Ⅵ温泉で、この内6孔ほ穿掘泉で他は自然湧  
出泉である。噴気の最高温度ほ1150C」最大流出量ほ46．9kg／M、普通温泉では海地獄の760りM  

である。調査温泉の孔数、平均泉温、総流出量を表示すると第一表甲如く成る。  

オー表 温 泉 概 況  

－ 9 一・   



第1図 鉄輪温泉分布図  
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噴騰泉は何れも強勢でこの総湧出量は全体の約半量に達する0前二回の調査結果と全面的な比  

較ほ出来ないが、三 回共測定されている15孔に就て平均泉温、総湧出量、及び調査した月の雨量  

を比較すると第二表の如く成り平均泉温ほ昭和24年、昭和31年ほ昭和19年に比して11qCの減少  

を示しているが、総湧出量ほ昭和24年が最も多く昭和31年ほ激減している。湧出量には降雨の影  

矛二表 過去の調査拓果との比較（15孔）  

昭和19年7月  昭和24年7月  昭和31年6月  

377工」／Al  総 湧  出  量  836I」／丸Ⅰ  516工」／1Ⅰ  

‖0．7TllT】1   調査月 の 雨 量  365．3111了】つ   282．3了1111l  

響があり、上表の降雨量を考慮して昭和19年より昭和24年迄ほ衰微の傾向は無いが、昭和24年以  

降に於て非常に衰微している。叉調査地域内で最大の湧出量を持つ自然湧出泉海地獄の泉温は昭  

和2年880．5C、昭和24年870．4C で僅かの減少であるが昭和31年にほ780．OC と約100Cの減少を  

示し水位ほ50cm以上低下し、湧出量は昭和24年のtもに激減していて上述の結果と一致する。これ等  

の温泉ほ大部分が自然湧出泉であるから恐らく地下浅層の地下水が噴気により加熱流出している  

と思われ、自然噴気の衰微と関連して衰微したと判断される。前述の如く鉄輪の市街地に於ては  

昭和29年に多数の噴気孔が閉止したが、この一つの理由として同年の雨量が2889粍と云う近年に  

ない（32年間の最大）大雨により地下水が異状に増加し浅層の噴気が弱められ其の影響が無く成  

らない内に増堀を行ない下部の層より噴気を取り出した為、浅層からの噴気ほ出なく成ったもの  

と思われる。噴気の総流量の変動ほ昭和29年以前の測定が無いので明らかでない。  

3．結  

1．鉄輸温泉の泉温湧出量、噴気量を調査した結果、鉄輪市街地に於ける噴気孔数は昭和29年  

以降に於て約半減している。この原因の一つとして昭和29年の大雨と其の後に於ける増堀の結果  

浅層の噴気が出なくなった為である。   

2．昭和19年、昭和24年測定した普通温泉の湧出量、泉温を比較して其の熱勢力は非常忙減少  

していや。これほ自然噴気と関連して共に衰微したものと思う0   

3．将来増堀を行い深部の噴気を多量に取り出せばこれに関連して自然噴気、自然湧出泉ほ衰  

微して行くであろう。   

4．今後ほ噴気の相互影轟必要な調査研究を行うと共に不必要な噴気は抑制し噴気圧の低下  
を防ぎ泉源保護に万全を期さなければならない。終りに本調査ほ県衛生課矢野行雄氏の協力と温  

泉所有者の理解と援助によって行なった事を附記し感謝の意を表する。  

参 考  献  

郎「別府温泉の調査の結果に就て」大分県温泉調査研究会報告1号  
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湧出量の相互影響調査資料  

別府No．488  山田氏温泉揚水試験  

測定年月日  昭和31年3月15日〝16日  
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軋旦i  
水位  ． 

星墨  12．45   14．0014．15  14．45  

泉温  

17．0017．15   
！  ーー42．4－43．2  事   

泉．汚  1  

時各  1・； 

泉轟  
No．445  －46．0   

時分  
陪刻   9．30   

泉源  
時〃▼  

｝  

時刻   11．1511．30  
昼＿湿  

時分  
時刻   

－45．Ocm  

星邁  
時あ  

17．45  

－41．2c了n   
l   泉滞  「丁‾   

時 刻   時分 15日 9．25  10．20  11．20  12．30  13．30  14．25  15．37  16．25 17．30  18．2119．23l2。．。。  
墜坦量  21．42L／丸T  21．90  21．18   21．54  21，00  21．00  20．82  20．70 20．82  21．12 22．14 21．96  

448の2                                                                                         泉 溢  560．3C  55．1  55．0  54．5  54．5  56．0  56．0  56．0  56．0  55．5  54．5  55．0  

日時分  
堕＿遡  

湧出量  

泉温  
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亀川No．115の1 塩手氏温泉揚水試験  

測定年月 日  昭和31年8月29日”3＝∃  

揚 水 時 間  30日7暗55分〟17時30分  

揚水井深度 52．91－－ 埋設管鉄管口径 知m ‡聖設管長  27・6m  

水頭と湧出量との関係  

－－】5 －－   



湧出量及び湯水量  

一 

． 

日 時 分  
316．06  18．59119．59】21．04  

t17：14l I 時刻型ぷ11・；415・10－週塑19・1020・14】21・0622・08  l  
l ヰヰ   塾執旦。些∠些17．5719．451。．552。．7。＿旦墾21．54！19．7422．9925．262。．。。「云ニ  

「 泉温6。。．2。6。．3▲ニ‾ニ！6。．。6。．。59．5ニー㌫59．559．5「‾㌫   
11 

Ⅳ。．‖5 21 

t ≡出≡…≡≡4ご；≡2≡：……芸萱2≡：ヨ：；：；；・07這云14・07塑崇■這   時分 l      ＿ユ墜18．87J狸墾Z2。，91．7。！2岬  泉混 600．2C60．260．060．059．5 59．559．559．559．759．559．559．5  時刻1筑1雲19．。52。．。6てニ！二流7．。48．。2   
・・ 善幸 音 

．． ．・．垂． 

・；幸 

泉温  t   

時分  
l  l・・■．i一重．．・幸・．壷・・；；・幸  時分 l        NQ・112時刻・30日6．287．258．159．0810．101l．0912．1013．0614．1015．0716．0917．13     l－ 

l 市有水位一32．3卿一牲3－35．7－36．7【37．4し37．4＝35・8－34．3－31i9二型・＝空ヱニ製  
‰・2号 

泉温  l→r 

i。f警 
時刻l．」建2。．292l．1722．竺6．1瑚，＿旦些”一  

塑型一29・1・ 
件戸車戸 －   

－16 －   



恵l≡l 
泉温 

器2空出惑喪衷ま喪恵   n   Ⅶ l－一〉トーu⊥工  
l  

Ⅳ0・3号 

泉温  Ⅵ 時刻  層扁岳覇．．＿1．．ii祓   u 】l－1壷  
l  n  

泉温 
－ 

」一一  
時分  

No．4号 泉温 時分  18．20 

・ 19．1520．1121．1922．08316．19‘7．128．04 ＿弄i●●i●・】・●・●垂●●・il●巻 」泉温   i   
星 

‾】‾  
匝＿＿＿遡 水位 ＿一重 No・112時刻 市有水位  

No．5号  
泉温  

‾「 

時刻 水位  

時分   

泉湿   詩碑当室荘l二  
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22．21 －48．5 

Ⅳ。．1。5 l 譜禁iごE崇崇慧二崇諾慧ヨご≡  
鼠 

日 48．4  妄l     【‾‾‾‾t肝「‾  
．斎華甲牽日干二  暮  

l  

ー≡一一－－－l－  
11・10  

腿i 
湧出劃7・39L佃14・1712・9611・8611・2411．8011．鱒ま3．6415．1716・9718・14  

星＿塵旦竺二空－旦を孔」廷蓬」望二空⊥些。旦＿互生ヱ＿＿堅＿旦む三旦を塁＿里】＿至星空  

時分  日時分  

諜葺≡牒謂葺菜二手   

ーー18 －   
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I 

I－  

湧出量5．31I」／班 5．16  二二三「㍍二三二5．21t二 ■‾ l時刻l29。1欝．品lli．1。  11．5。ほ．。214．。515．。。16．。517．。。t18．。。19．。5  20、10  21、15  】一    ‾二三  5．21  5．15  泉涼600・0ヨ60・0  
Ⅳ。．堕適＿遥 し還写鑓遥  

㌫ 

・l●l・ll  ．＝亮 t 
q59．5   一書． 

堕＿型趣坦ユ墨l」辺  12．1。1。．12」些」建一姓リ1J堕し墜」建  20．20  21．25  湧出量 7．80工J／迅Ⅰ 7．88  8・89 9．93 9・93 8．78  9．9910．4510．15 ウ．89．  10．54  10．41  泉 湿  600 ．oc 60．5  60．5 60．5 60．5 60．5  60．5 60．3 60．5 60．5  60．3  60．0  

腿F 2誓．謂0冨．芸  7、20 8．10 9．1510．10 11．1512．1013．1014．17  15．10  16．15  
l  

No・119湧出量10・21L佃」旦蓮  9．99 9．9010．0510．0ワ 10．2710．4510．3110．33  10．44  10．23  

60．5  60．5  泉 轟  6些二壁 60・5  60．3 60．5 60．3 60．3  60．2 60．5 60．5 60．5   
時 分   日 時 ±卦  

時刻17．151臥10  

i泉涼600．5C60．2   塑担量！旦些∠些」担二型  

時分  】 

時刻29日10，0011．15  12．1013．0014．1515．2016．1517．1518．2019．15  20．15  21．20      水 位1r19．2C血 一21．2  －21．2－21．6－21．7－21．5 －8．8    0 －6．7 －8．8  叶8．2  
泉 温  

時 分日 時 分  
15．15  

No・125 
－22．5   

泉 温  
時 分   日 時 分  

時 刻  17．1518．15  19．20 20．15 21．13 22．15316．15 7．15 8．20      水 位二二型」担竺L＝型」  －2l・5－22・5丁23・2－23・5－24・5－24・2一18・5          泉 温  
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別府鶴水国 Ⅳ0．434の18同氏外四名所有泉揚水試験   

測定年月日  昭和31年9月i3日〝14日   

揚水隙間 14日8時50分～16時30分   

場水井深度 252肌 理設管ビニール管口径 5cm  

湧出量及び揚水量  

時刻l13日■1冨．孟  
湧出量担4．02IJ／虻  

泉 轟】 540．oc  

時刻蔓 2冨．品  

ⅣD． 434の6  湧出量‡28．06I」／M  

泉 轟Ⅰ 540．1C  

時刻！1冨．品  

湧出蟄27、33I」／班  

泉 温1 540．oC   



25．31   

時分  泉 温  590・1C  59．6   59‘5ト芸 ●・● ・ 

壷幸． Nb  
22．69  

59 
泉 苗  590．5C  59．3  59．2  59．5≡  ．5  59．5  59．5l  59．5  59．5  

【声 分   l  

17．12             18・08 19・10≧ 20・15  21．15  】岬  

27．65   

28．81 27．22璽 25．ワ8  25．65        山       59．ワ  59．ワi  59．5墓   59．5  59．8  
i  

旦ぜ」む墾  
1  i15．14  17 

．65  

酵 分  12．15   n  16．15 17．15  18．10  19．28  20．18  時 刻13日1f．00   13．12  14．10  15．19     捕          湧出量型≧些上些   26．29  2ワ．26  27．59  27．73  26．98  26．70 25．62   25．13           ●要  59．6   59．6  59．6  59．5   59．6      時刻 21・17  日時分 14ワ．23    11．13 12．10  13．iO  14．10  
時分 時刻13日10．20 選也量14・85IJ／虻  
泉温530．oC  

時分  時刻21．05  
No．  434の4湧出量16．22I」／凪Ⅰ 泉温530．oc  

＿rr旦  

Ⅰ時分  ニ 

時刻16．11 湧出量17 
l  

．29工」／M  泉湿520．5C   鳳   

至 

57．0  4．65  

Ⅳ0．t 434の5垣車型哩些 厘・・・  
； 

ー 

｝－n   ＝秦一．．萱 

一 23・・・ニー   



丁－ 24・－＝7＝   



12．001 13．00  時 刻   

湧出量   

泉 漏   

持 刻  

9．59L／迅Ⅰ  

Ⅳ0． 434の1】  講出員！16．70L／も1  

0
Ⅵ
 
 
5
 
 
5
 
 

明
記
「
ぶ
 
 

70上J／凪f  湧出量！17  ㌍二至Z－＿旦り  
l  

軋Ol姐。  

竣工讐一望二些  

2。．46l24．。2  
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71．37I」／丑年71．52  

65≡－笥言一票  
8．13i9．10  

1257の1   

66．066、0  

冨 
1．1ウ．。7 ‾  

74．21 

！‾云  Ⅳ0．   時 刻  時分 13日10．3011．33   完！ ニコニ 660．。。l65．9  13．。L塑 ワ1．8174．06 66．066．0  70．1068．29  17．5819．1  65．9盲65．  15．00 ウ4．37  1年・06  16．58  1ウ．59  19．00  20．08   浸出量 泉涼     ウ2．10  72．99  72．34  ク2．24  ウ2．54      66．0 10．05 71．08  66．0  66．0  66．0  66．0  66．0   暗刻 湧出量 墓＿邁 時刻 演出量 泉涼     11．05  12．05  13．10 ク0．80  14．10  15．10       68，ウ4  69．96   69．82  73．60      66．0  66．0  66．0  66．0  66．8  66．0      20．02 －ウ2・54  20．57             73．44            l65．8  65．8  
－ 

＿  

一∴  

別府市北浜 Ⅳ0．433の2伊東馬太郎氏外4名所有泉揚水試験  

測定年月日  昭和31年9月20～21日  

揚水時間  21日9時35分～16暗28分  

場水井深度  ユ48m 埋設管 鉄管  口径 5cm   

水頭と湧出量の関係  

湧出量及び揚水量  

水位  
39．OCm  30．0  24．0  23．5  30．0  41．0   

時 刻   l廷分 20日 8．53  9，5510．50 8．54－2．68   この間で 産出停止  il．58  12．55  13．53  14．55  15．55  16．53  18．03  」選旦星 泉温  12．03IJ／虻 540．3C                  湧出始む 5．04工ノ／M    53．0  50．8               5l．9  時 刻  Ⅰ昏分 19．02  19．56  20．59  日l昏分 218．09  9．06  9．35  9．40  9．46  10．q2  10．17  10．29  湧出量  8．17IJ／班  13．02  12．05  13．25  12．38  湯水． 開始  42．60  39．5ワ  34．ワ3  32．43  36．84  泉 温  520．oC  53．3  53．3  54．6  54．0    55．3    55．4    55．■8  】痔 刻  時分 10．45  11．15  11．39  11．45  12．00  12．37  12．52  13．00  13．15  13．30  13．45  湧出量  3ク．48工J／Ⅱ  5918？  45．18  43．71  34．31  33■鱒  32．52  62．33  60．00  68．22  68．32  泉 温  550．8C  56．7    56．0  55．9  55．8  55．8  5（〉．7  56．8  56．8  56．8   
一 26 －   



14．35115．12   16．18117．14  

；．・！  13．1引 15．28  11．38  

∃■嘉 一l－－  

61．2l6。．9  

時 刻   

湧出量   

昼登  

時 刻  

17．77IJノM  

I－・：  －・・ 6。．。篭 59．5  
19．15t  20．101 21．12  17．111 18  

13．81【17■02  
1  

59．5≡   61．0  

些型＿空し些  

48．8248．。。  

60．5t 60．5  60．51 60．5  

13．001 14．00  

55．81  55．0  
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泉 渇  580．oC  58．0  60．0  59．5  58．5  58．5  59．5  52．0 53．5 54．0  
蓼嘩 勇▼  日 時 分  時 分    時 亥り20日 8．20  9．00 10．00 11．00 12．00 13．00 14．00 15．0016．0017．00        演出量19．35I」／旺 18．75 16．00 14．12  8．89  4．21 3．01 3．06 6．8610．91                                                             時刻18．0019．0020．0021．002i8．009．0010．0011．OD12．0013．00  

誓言去の1這忘ニ＝完事‾‾ニ訂ニニ㌫㌃二㌃㌻訂二。6二1。．43三．喜6  
泉 需  540．oC  55．5  55．5  56．0  55．5  56．0  55．5  55．5 55．5 54．0  

時刻 1冨．品！15．。。16．。。17．。。i。．。。19．。。2。．。。21．。。        湧出量2・29Lノ孔肛2・33▼」埋｝ 妄言【一言二ま 
51．551．5 

l 日時分  

時刻14．1215．1i16．i217．0518．0419．0820．0521．05  
； 

室毒弓・幸・幸；・一；一重幸・・．．・・  
時刻！2。日冨．孟  

泉轟530．5C 
蔓草 各  14．0015．03  

水位 
の1 

13 

録 

湧出量  

泉轟  － 薬寮室投薬韓車蛋 53．254．554．053．5               日 時 ぷ、    時 刻  20．00  21．吋218．02 9．0410．03 11．0012．0013．00  
一 28 －   



時刻l2。。冨，孟  
40 

、日6ユ0．2C   

時分  
21．05  

No．430  

61．0   
時分  

16．00  

39，95  湧出量47．掴L／姐  
l  

13．87  】8．2ユ 55 
．3  

打 時 分  
19．04  20．03           10．01  11．04     13．10  

20．05  21．05  f専分， 時刻20日 8．40  9．19  10．14  11．15  12．15    13．15   14．30  15．06  16．05   17．07                    10．7】  12．94     湧出量Ⅰ6．86IJ／凪蜃  i6．ほ   ‖．40   7．52    4．る5     15．86                 51．5       泉 湿  570．oC  56．2  55．7  54．7   53．6    51．9    53．0  54．2    時 分                       16．09 55．2   時 刻  18．07    21．1021 8．15    9．06     12．02  Ⅳ0．431  湧出量2ユ．27上」ノM  23．79  25．00  24．38  26．18    26．03   25．07  23．23  19．67                        泉 温  550．2C  55．5  57．0  56．5   57．2    57．5   57．0  56．5  56．2    時 分                     時 刻  14．06  15．03  16．05  17．05  18．08    19．05  
17．0519．80  湧出量12．83I」／祖 泉温 550．oc  12．43 53．5  13．17 53．   2 55．0 56．5    23．6 l56．   625．43 5 57．0  25．36 58．  0  

時分 時刻20日 9．55  10．．5  512．0  
122．旦   

59．  5   59．  5l一旦竺j   59．    58，  0   58．0  58．  0  58．0  58．0   星＿＿＿蓮＿ 」 竺二軍  
時 分   日 時 分   

2i．1      0   9．10   ユ0．0    LLO  5  1i．5  5、ユ3．0  7  】4．05  】5．07   時 刻  20．05   021 8．1   
No．  

孟忘l 433の1    31．ワ  2  31．3  8  29．50   29．8  

58．   

時分  
時刻  5                16．07  17．1  0  18．0  5  19．00   20．0   21．0  5  

0  28．14   31．2    31．7  8          演出量18．571′ノ凪生  22．6  3  25．5  

58．             泉 温  580．oc  58．  0   58．  0   58．0     58．  0  
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埠分  墜＿塾     20日10、10  11．05  12．1。Jl。．3514．1515．。516．。5i7．。。Ⅰ8．】。“…   
7位  湧出量  

湧出署  15．69工一／証  10．00  3．06          －8．3cm4．82I」／耽  6．2310．23 14．60 22．26 26．58  

星＿墾  560．5C  56．2  55．0   56．5   55．0  55．5  54．4  55．5 55．5  

Ⅰ昏 分   巳 時 分  
21．15  

Ⅳ0．433毒崇   
29．21I」ノ孔Ⅰ  25．88  27．92  26．58   24．21  20．42 i2．41 7．89  3．58 3．54   

！最適   550．9C  56．0  56．0        56．0  55．3   55．5  55．0  54．2  55．0 55．0   

！阻』  i持分 16．15  
6．901」ノj虻   泉 温  550．oc  55．5  55．0  55．7  56．0   56．0   

塗坦量  暗刻  泉薄 時刻  時分 20日9．00 23．35I」〃虻 570．oc 時分 18．10  9．27 23．08 56．5 19．11  1。．18！」L璧」」主些13．1。14．15l15．15幸16．1117．17 22．。。l」生些▲16．1813．。912．36i12．83！14．77け．85 ∃∃斎ま索語1≡…三； 1   
湧出睾   － NQ・434  20．42工」／凪Ⅰ  23．78  25．。。l24．。。26．。。25．4125．32！2。．86＝6．。51。．88        西  泉涼 時刻 湧出量  560．3c 時分 14．15 10．14IJ／迅虹  56．5 15．15 10．25  57・Oi畠6・557・057・0」些56・5盲56・6一旦』 霊；…：……；…計芸…≡：………‡：……i  泉 渥  550．6C  55．6  ●        ●        ■        ●       ● ●     ● ■   

時分  時 刻     20日 8．25  9．15  10．10  11．。71…。13．。。1。．。515．。516．。6i17．。6   
湧出量  29．32工ノ／孔蜃  28．36  25．4i  14．7218．6621．67   

泉 漏  560．oC  56．0  55．5  55．0   54．5t  54．0  53．6  53．6  54．2  54．6  

時 分  日 産 分   
時 刻  18．05  19．03  20．04  21．0021 8．20   9．05 iO．10 11．05 12．06 13．00   

No．  
434の占 湧出量  26．09上′ノ孔I  28．16  30．95  29．77  31．84  30．35  26．17 24．92 19．50 16．53  

泉 湿  550．oC  55．5  55、5  55．3   55．6   55．3  55．0  54．8  54．5  54．0   

時分  
時 刻   14．07  15．06  16．07        17．00 18．00 19．00  20．00 21．00  

湧出量  12．68上∫ノM  13．25  16．08  19．26  22．81 25．83  28．36 28．16  

東 海  530．3C  53．4  5 
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別府 No．398  福田賢二郎氏所有見場水試験  

測定年月日  昭和31年10月10日－1柑  

揚水 時 間 l柑9時40分〝16幡10分  

揚水井深度 701－1 増1設管 鉄管  口径 3．8cl11  

演出畳及び揚水量  

時刻！1。日冨．品   9．00   ‖ 9．59  11．00  12．00  12．59  14．01  15．01  16．02  17．02  18．00  
忘忘l㌫   34．27  34．65  35．46  35・87 34・89  34．99  35．87  34．89  35．29  34．2ワ   
最適 58．7  58．8  58．9  58．7  58．7   580．5C  58．5  58．458．8  

時分  H＝や左・  

軋遍且＿、」旦些         21．00   118．04  9．01  9．40  9．49    10．08  10．22  10．37  墜坦量 一  35．26I」／M    34．60  34．32  33．42牌水開始  70．34    85．20  84．53  80．09   
昼適l580．8C   58．8  58．8  58．5  58．7 ．  59．1    59．4  59．1  59．3  

●   11．09  11．23  11．37  11．52  12．07  12．25  12．30  13．05  13．10  13．2ワ   
－  

臓出畳！84．86抽   84．53  8ワ．29  84．20  83．21 【！6．93  94，62  揚水 停止  1房う灯 開始  90．23  93．79   

泉 湿  590．2  59．2  59．2  59．2  59．1  59．2  59．2      59．2  59．5  時 刻  時舟 13．41  13．56  14．10  ll。．26  14．40  14．55  15．10  15．25  15．40  15．55  16．10   ‾  

痍出量  90．62L／M  97．20  92．57  89．10  88．00  87．64  90．23  89．10  90．62  9■1．38  す束 停止   

削畳3。．9。L佃   34，クワ  34．ワッ  35．70  34．94  34．7  泉温l590．3。   59．5  59．4  59．4  59．4   59．  59．4  59．4  59．3  59．3    時刻！1賢．1鴛   17．01  18．00  19．01  20．00 21．0            l                                58．5   58．  
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まま1♂筈．惑」。．。。  
削量14．。。川卜Ⅰ。．34   

52．8   

】学 界   日 時 分   
9．01 10．11  10．58  12，0？  13、05  14．00    時 刻  19．15 20．05  21．1111 8．10   

No．393  湧出量ほ、94ム／M 13、62  14．16 13．5l  14．56  ユ4．27  】4．00  i3．96  13．94  13．62    ユニニ＝＝一二二＝＝＝岬Iw  
泉 漏  520．4C  52．0  52．8   52．8  52．B   52．8  52．8  52．8  52．8  52．8  

t啓介  

時刻 15．0216、12  17．05 18．11  19．04  20．18  2Ⅰ．03  

湧出量13．55IJ／Ml＋】3．55  13．29 13．03  13．33  ユ3．45  14．09  

泉 涼  520．8C  52．8  52．8   52．8  52．8   52．8  52．8  

日時分 時刻llO8．45 9．22  10．08  11．05  12．02  13．00  Ⅰ4TO4  15．04  16．00  17．07  

9．57  
時 分  現 時 分   

10．06  11．04  】2．02  i3．‖  

No．390   55，8  
泉 吉宗  550．oC  56．0  56．0   56．0  56．0   56．0  55．2  55．4  55．4  55、2    時：分                時 刻  14 

．04  王5．07  16．05  王7．iO  18．00  19．08  20．ユ0  2ユ．ユ1  

墾些量臥73工ノ／も生8・62  6．96 6．53  

泉漏 550．3C55．0   

日 時 分  

8．84 8．29 55．3 55．0    55．0 55．0  8．05 55．0  ウ．24 55．0  
18．18   時 刻 10 9．25 10．20  11．13  12．10  13．13  14．16  15．1ワ  】6．1B  1ワ．14  

29．9ウ     湧出量29．44工」／M 29．21  30、08  29．18  30．68  31．39  31．17   29．ワ0  28．89  

57．3     泉 轟  570．5C  57．5  57．3   57．3  5ワ．3   57．3  57．3   57．0  5ケ．0  
時 分   日 時 分  

14．13  

泉 温  570．oC  57．0  5ウ．0   57．3  5ケ．0   57．0  57．0  57．0  57．0  57．3  
時 分  No． 53占のi                                                                                                                               時 刻  19，20 20．Ⅰ5  2L」3】ユ 8．22  9．20  ユ0．】3  ‖．ユi  12．15  13．15   ．湧出量29．57I」ノ証 27．85  29．18  27．67  28．09  28．27  29．18  29．01  28．89  29．18                                                        時 刻  15．ユ4 16．14  17．16  ユ8．14  19．18  20．15  21．15  

湧出量29．35IJ／祇 28．57  28．87  29．23  28．05  28．36  28．82  
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崇！霊；霊  

時刻lⅠ♂冨．景  
！生理1」阜些  

湧出量l7．99IJ／迅Ⅰ  

泉 逼l 470．oC  47．O1 47．0  

時刻】1冨．品  
当
ヨ
 
 

湧出量」8．22I」  8
・
。
。
一
4
7
・
。
 
 
 

泉 副  470．oC  

悠
 
 

堕＿塾  

塑担量  

星」昼  

時 刻  

15．95工」／  

54．Ol54．5  
いヨ時分  

20．58jl1 8．05  

∴・＿－・川  

〇
 
 
2
1
 
 
〇
 
 
〇
一
 
 
4
 
 

軍
週
」
叫
凋
↓
諭
 
 

11．00r ll．58  

岬
「
叫
「
晶
 
 

16．22‡15．87  

16．36L／  16．17！ 15．951 16．22  

540．。。！54．。l54．。【54．。  

O
 
r
 
l
一
 
 
〇
 
 

烏
 
 

…
…
 
 

霊
 
 

8
 
 

′
D
 
 

21．2511 8．27     － ■■－l、－  － ■－－－  
33．13■ 32．29  

1  

1  59．0  59．1  

l  

12．18 13．22  

1 32．55 33．77  
I   

59．5と  59．5  

．
 
 

轟
遍
「
 
 

見 湿   

時 刻   

湧出量  泉 温  

59．51 59．2  

10．1引 11．16  

Ⅳ0．1303  

山
最
ふ
 
 

′
0
 
 

0
 
 
 

5
 
 

3
 
 

5
 
4
 
 
 

5
 
 

3
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口 碑分I   l   

餌－ユL旦二些 9・45tlO・37」！選一－－－－－ユ旦些－－」旦選一一」生里」旦些」旦些一－－一望運   

時分   日時分  
透塾量17・88I」／M＿＿理工聖【」ヱニ些＿空し二竺＿」生壁」旦こ墾「＿ゼし竺】堅Zl＿」旦二堅i8・63   

℃i。1     時刻   
時 分   

泉温。9。．5。。9，．5 5。．。5。．。。9．5。9．5 5。．。5。．。l弧。5。．。  
時 刻  14．23 15．05 16．35 17．03 18」8 19．04 20．23 21．03   

．・． 害毒‘．■幸．’．．；．．■．．．．i．．幸   
削量73．95L佃 75．27 79．2174．2175．5。77．。6l76．3576．9176．6。76．。8           ‾【 

㌫l 【 「【 

No・401 
‾‾‾‾■ 

二r㍍18．。。一二云，㌻丁‾「「‾  時刻1♂冨．品1。．4511．15！12．。71。．。214．。7！15．。616．。7l17．。718．。8               ‾㌫：：三這：：云：：云 星＿邁＿＿j三三。空阜L9聖二9旦Z』56・5  時刻1冨．完 2。．。8 21．131ア冨．言ニ1。．。31「ニ12．。。13．1314．。4  湧出雛些夏些 76．63 76．63 69瀾 72．44 70．85！72．8171．2177．7676．08  妄㌔ 570．。。㌫㌔J「㌫云㌫l－㌫‾ニ「㌫ 57．。  時刻盃‾    湧出量76．49IJ／孔生 75．68 76．77 76．35 77．06 76．63 83．60    泉 温  570．oC  57．0  57．0  57．0  57．、0  57．0  57．0   

ー 36 一   



別府Nb．769 柑橘善高氏所有泉揚水試験  

測定年月日 昭和31年10月31日－11月1日  

揚水時間 11月1日10時00分～16時33分  

場水井深度 不明 埋設管 鉄管 口径 3・8C－n  

湧出量及び揚水量  

1。．。。lll．。。l12．。。】13．。5  日 時分：  

31 8．35l  

ヨ芸l二≡  －‥＼t  28．03IJ／乳量  27．951 27．62】 27．84  

？  540．8C： 54．6  54．8】  54．81  54．81  54．8  54  54．81 54．8  

時 分 
19．00≡ 20・06  21．。1げ冨．品  9．00】 10．00  

2？．54工一／凪生  聖二竺室l，＿旦L墾間水開始  

540．8C＝  54．8   54．81  54．8  

時 分  
11．17  11．37  

61．43IJ／M  

540．8C． 54．81 54  54．81  54．8  

時 分 
14．00  

ヨヨ  
14．151 14．3  」‾  

≡l芸l崇  
I 

54．254．5  

、∴リ．！い．．．．  
54．81 54．8  

20．03120．58  

…
5
4
．
8
 
 

ヨ
 
 

】  

日韓分  時刻 湧出量 星」昼 時刻   n ＿；萱・・．垂 箋闇  ll。．。5 11．09 50．0   11．00 11．30 50．5 21．00  
No．762  10．93 51．0   10．ワ3 52．0  

時 刻  時分 14．0015      18．00  

湧出量 泉温  9．31工」／もIlO．19 5lO．oc 51．0  10．02 50．0    10．39    ． 毎      モモーヨニ巨       52．0  
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湧出暑  ‖．78工」／M  

540．oC  

No．ウ49    時刻i  日時分 318．20  9．45  10．15   11．00         16．10  17，00         時分 18．05 12．56工」／M 530．5C  12．88  】1．16   12．01  12．30  12．20  11．59‡11．80   12．46  12．58   フ 匡  星＿湿 時刻 塗也量 泉渾   54．0  54．0   54．0 21．05  54．0  53．5  5。．5t 5。．。   54．0  53．5      19．05  20．05 12．6ワ 54．0    日時分 18．05  9．03  10．05！11．05   12．05  13．10      12．83    11．51 54．0  12．25  12．6ワ  12．46l12．37   】1．96  11．96      53．5     53．5  54．0  53，5l53．。   53．5  53．5     陪 刻  時分 14．05  15．05  16．05   lウ．10  18．0ウ  10．05  l 20．05121．05          湧出量  11．ワ4工ノノ淑  り，98  11，21   12．，46  11∴16  12．25  11．68l12．15          泉 滞  540．oC  53．0       53．5  53．5  53．5l53．5   u  
障亥It 湧出声  

泉溺  
時≠〉  日時分  

特別   

No．1188  
蓼堕量  52．02I」／Ⅱ  52．02  52．02    52．02  52．85  50．00  53．25  51．14  

56．0   
l控分  

18．00   

日時分  

55．5  19．15 50．85 56．0   
10．02  

52．8   

9．08   
Nb．ワ47  

泉 渇  520．5C  53．0   53．0  52．5  53．0  53．0  53．1  53．0  52．ウ  52．5    時 刻    時分 】14．08  15．05   16．07  17．05  18．08  19，09  20．05  21．03  時 刻   318．20  9．03   10．05  11．00    12．03  13．05  14．00  15．00  16．03  1ワ．05    湧出量  9．83IJ／もl  10．29   9．91   9．96  10．2ウ  10．72  10．85  11．36  10．35    泉 浮  520，6C  52．8   52．8   54．0  54．0   53．0 IO．08  53．8  53．0  53．0    時刻 湧出睾  時分・ 18．06  19．08 10．04   20．08  21．04  托】蜂分 18．10    11．05  Ⅰ2．08  13・05     10．18I」／M    10．04  10．07  10、02  10．03  10．10  9．63  9．61  9．48                                                           湧出喜  －9．57工ノ／Ⅱ  9．35   9．47  10．12  10．56      10．36        泉 溜  520．5C  53．0   52．8  53．0  52．8    53．  n  
ー 38 －   
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時．刻l。ア冨．宗  
…
一
一
…
 
 

13．04 14．03  

19．41、20．25  

54．9   54．9  

9．02  10．01  

20．30  19．80  

16．00117．01  

54．9】  54．9  

0
4
一
4
4
 
 

8
 
 
 

4
 
 

5
 
 

風
 
 

4
 
 

5
 
 

0
U
 
 
 

4
 
 

5
 
 
 

1－－．・・l l∴．′－  
時刻l3P冨．完  14．03 15．00  

5．68  5．72  

46．5  46．6  

10．02 11．00  

5．84  5．73  

46．ワ  46．5  

20．00 20．58  

5．59  5．60  

46．5  46．5   

湧出量l5．98L／証  

泉 副  460．8C  

時刻ll冨．品  
H 時 分  

1 8．02  

湧出量l5．69工ノ／凰蜃  

泉 涼l 460．5C  

時刻ll冨．品  

湧出量l5．41I」／Ⅱ  

泉 遍」 460．5C  

時刻l3P筈．品  

、 

・  

湧出量l7，43I」／丸正  

泉 温l 450．9c  

時刻ll冨．完  
No．クワウ  

湧出量】7．97IJ／進  

泉 温l 460．oc  

時刻ll冒．完  

湧出量い．94IJ／M  

≡l二三  泉 轟l 460．oc  
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一撃妄。」罠遥t 湧出量5．37L／丸1  
5．445．245．164．954．71   

…荒】；1  

H  

ぎ0■クワ8出阜  

－  

時刻二互歪ぎ   

q  

19．1820．1721．10  

時刻盃l 表這！  」」 

泉湿480．。。l   l  

16．。。ト7．。。 】′【  
湧出量17．50L／迅Ⅰ  巳【春分 時刻318．45  泉渥560．oc  9．2510．05 56．056．056．0   「 18．16弓18．21 ■●●●  

時分  時刻 18．00l         日時分 19・00 20・00 21・0018・05 9・0010．0011．00．  12．。。！13．。。   
l  蚕0・509湧出量18．21L佃 泉涼560．oC   

56．056．056．056．0   
i  t  

時分 時刻14．00  

湧出量18．81IJ／迅1 詞■脈．・l  
日時分 時刻318．30 塾生量呈む些旦∠些 星墨 

時 分   日 時 分   

ぶ0・506 
＿ぜ二竺   

時分  ∃∃∃毒‘蚕室≡  16．1317．13 22．4822．8ワ 53．853．8         12．14 13．14  時 刻  18．10  19．20  20、13  2l．111 8．15   9．12 10．21 11．10  湧出量23．15レ旬  22．？4  22．61  22．54  23．64  23．42  22．48  22．41  21．73 21．14  泉 謳  530．8C  ＝l二：㌫■＝云㌫■＝㌫＿＿堅＝云  53．8  53．8       時刻 14．23  ＿」旦ゼ＿些」型＿」ヱ王旦む旦Ⅰ4一型ヨ＿旦塑    湧出量21．3ワL／M ＝荒・；  ∃宣±±±無   
－ 41一   



時刻l3F冨．芸  
且
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2
〇
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竿
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一
 
 
 

攣
皿
 
 
8
．
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5
1
 
 

湧出劃9．33L／祇  
2
 
 3

 
 
 

0
ノ
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5
 
 
 

9
 
 

泉 副  5lO．iC  5
、
牲
 
8
．
 
 ＋

 
 

正
思
肌
 
 

紺
て
 
 

庸
 
 

崇だ崇  
0
2
。
㍍
 
 

」
1
 

＋   

一
■
 

面
「
汁
 
 

日 時 分 時 刻】319．00  15．00 16．03 17．05  i3．05114  

湧出量■16．04L／淑  i6．04 16．1ウ  

l  

泉 恵  

l 時 刻∃  

湧出量≡16  

泉 温妄   、 一l  

時 刻  

湧出量篭15  

l
＝
 

．
∵
 
 

1
8
一
ほ
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野上久雄氏所有泉揚水試験  

昭和31年11月191］～・20日  

20日9時45分～13時57分  

126nl 埋設管 鉄管  口径 5C111  

別府No．331の1  

測定年月 日  

揚 水 時 間  

揚水井深度  

湧出量及び揚水量  

・ 

・・ 
・ 

・・ 

． ‥ 

． 
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l  l  時刻 湧出量  

泉湿  
時刻  

9 
No・338湧出量  

11．04  10．82  ；▲；；蔓   七  ∃  ．16 588  星」昼  
壁 

＿ 湧出量  

泉温  

湧出景  時刻【  泉薄 時刻  日時分 19 8．44  9．44        15．07 9．81    17．10     13・02l    11．8110．9 61．461． n時 21．07208．1        10．94     61．8 19．19          60．9  
12．31   12．56 l  12．56  12．7         12．43  

l  

1 61・0   No． 340の1湧出量                                      泉 轟      61．3  
84  

」阜些  

9．  

l6。．9   
t  10．11  】     15．0  16．02    陪 刻19 8．20  9．     11・11；12・0  13 03   

1 3．28  湧出量・2．82I」／凪Ⅰ   ‖ 12．   2．9。！2．6  

泉 轟  6lOoC   l  611    l 61．0芦 61．0  61．0  60．5  61．0  
時 分  

l   

：口 軽 分    10．11  l一－ 11．04  11．5？  13．0ワ  時 刻  i80511906      21．1320 8．09   
No・322湧出量414L′M     438    2．34  ！ 1．ウ7  2．43  

60≠5  国・・ 時刻1冨．品    61 115．   セヒ  山  2∫49 60－2  2．38   
「1‾  湧出量2．4βL／孔Ⅰ  泉温600．1C    l 12．67 n ＝ 60．2  2，60  2．70、3．111 3，70            ●l      ●l      ●l      ●l ▲  
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日 時 分  
15．58  17．00  時 刻 19 8．32  9．06  9．59 11．02 12．00 13．00 14．02  14．58  

湧出量15．10L／証 15．23‘14．95 14．48 13・23 11．40 10．ウ1  10．10    11．75  

61．2  

13．01  
11．71  

6】．0   
妄㌔て1「ニ「㌫㌫「ニl「訂ニ   

這完盃▼‾‾ニ「㍍‾二三ニ「㍍‘  ！  

時刻1ヂ冨．孟 9．271。．。5lll．1712．。613．12i4．19  15．10．  16．09  17．13    －！  
湧出量11．3？L／証  9．68  9．62 13．25 11．93  9．63  8．95  9．64】  9．42  10．14  

泉 謳  590．oc  59．0  59．2  59．0  58．9  57．7  56．9  55．8  55．5  57．5   

時 分  H 時 分   

恥・355湧出睾恒．88L佃12．2ワ12．5811．6910．5311．1612．30  12．97  10．63  9．56   

泉 滞  580．1C  57・9  59．0  59・0  5ウ．5  57．5  58．1  57．9  58．0  5ウ．4   

時 分  
壁 

湧出睾9．83L佃 9溺10．4110．1710．3810．97  11．08  12．06  13．16  時 刻  18．90 19．14 20．16 21．2220 8．37・9．24 10．23                                         ＿刻 14・12 15・12 16・09 1？・15 18，10 19・20                        泉 渇  560．2c  56．5  56．5  57．0  55．5  56．ウ   
日 時 分   

15．00  16．05  17．00  時 刻19 8・00  9・34＿」旦逆軋＿」1・00 12・05 13・0014・05  

21．81  22．68  23．ウ2  湧出量2年，41I」／虻 26・93＿⊥些ヱ璽 26・97 25・99 24・12 22・41  

62．0  62．0  62．0  泉 温  620・5C  62・5－＿旦ち至＿＿阜を至  62・0  62・0 62・5   

時 分  日 時 分   
11．05  12．07  13．10  時 刻  18．07 19．05 20．08 21．0020 8．00  9．05 10．00   

No. 343 
湧出量23・95L佃 25・56⊥旦蔓些 26・3127・40 28・13 27・90  27．99  25．15  24．75  

62．5  62．0  62．0  泉 滞  620・8C  62・5▼【＿＿旦む9  63・0  62・0  る2・0 62・0   

暗分  
時 刻  14．00 15．0ワ 16．00 17．15 18．00 19．15  

湧出量23．55工一／Ⅱ 22．59 21．90 22．24 23．59 23．95  

泉 涼  620．oC  62．0  62．0  62．0  62．0  62．0   
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No．410  湧出量l8．74L／迅Ⅰ 

′
0
 
 

α
 
 

0
 
 
 

5
 
 

湧出量！8．甘い郎  山
ふ
 
 
 

泉温弓 620．oc ‡  

時刻ilヂ冨．言  
を
．
〇
 
．
4
 
 

望
 
は
 
1
4
．
 
 
 

0；  62．0  

08 13．07 14．08  

‘  
78≡ 14．12≡ 14．12  湧出量り3．04L′M  

5
 
 

8
 
 5

 
 

亡
J
 
 
 

7
 
 5

 
 

5
、
 
⊥
7
 
 

O
 
 
 

58．0！  58．5≡  58．0  

分
0
5
 
 

時
臥
 
 

O
U
 
 
 
2
 
 

0
4
 
 

1
9
．
1
5
．
 
 

9．08． ユ0．05  2
 
 

5
 
 

0
 
 
 

0
 
 

2
 
 

0
 
 

2
 
 

ざ0．342  

泉 轟  湧出量  

8
 
 

5
 
 
 

′
b
 
 

15・31 14・44≦ 14・85；  

l  

580．oc‘ 57．8  57．5  58．0   5？．3  

17．0（〉岳 18．04   

13．32】11．45  

j
．
 
 

冊
「
密
捌
 
 

l孝 分  

14．03  時 刻   

湧出量   

泉 源  

15．04  16．00  

12．26I」／M  10．99  13．00  

57．5 5？．5！58，2。57．。  

9．20＝10．16lll．12・12．08  日 韓 分 時 糾19 8．20  ．
．
．
－
 
 

5
 
 

湧出量：31．11LルⅠ！31．66 31．82！。1．2ケ 3。．96【        l  

泉瀞 530．5。－ 5。．。 53．6！53．ク三 53．7  【
／
 
 
 

4
 
 

5
 
 

5
 
 
 

4
 
 

5
 
 

4
 
 
 

4
 
 

亡
J
 
 

鳥
 
 
 

時刻≡ 1冨▲完  19．15 2。．12．21．12■2♂冨．完i                     【  
ざ0．4ユ2  

湧出量：30．22L／M  30．51 29．51  
よ  

540．5c  54．2 〇
 
 
一
 
 

川
）
 
 

3
 

5
 
 

時 二村  1  

14．07■ 15．09！ 16  適
㌶
 
 

．
．
 
 

誓
雨
 
 

湧出量‘29．10I」／M  

3
 
 

5
 
 

0
 
 

3
 
 

5
 
 

7
 
 

2
 
 

5
 
 

5
 
 

3
 
 

亡
J
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日時分  

l  円     皿・ 9．5610．26 51．？51．ワ ト2．13i3．1。  ！時刻 一1冨．針19．18 礼15 21．1。l2♂冨．完 9．16一‥1。．1。・11．18  ！－－→－‾－■】  
…－ ∵譜吾来手葉音∃∃た 語．士土盤上H 】   
陣藁葺苛葺芋芋  51．。51．2■52．。l51．。「二il  

】●●●・●●  

・彗一●・●●● 湧出畳24・39工J／も牡互生些＿＿茎些し＿」聖二些【⊥聖二些一聖二竺」旦二型一1生些    【  

室： 喜亮恩寵計上盤た    63．163．1 皇11．3412．07   
ざ0．  

630．5C   63．2  63．5   63．6  63．7  63．6  63．6  63．6  63．6  63．5  23．05工ノ／M  23．82 24．00 23．82 25．10 24．19 23．02 22．82  22．28 22．21  
転  時 多     12．34 13．05  13．35  14．03  15．08 16．00 17．05 18．03  19．11  
！湧出睾 l‾‾▲‘‾  

‖  
F泉温  

R時分  
陪 刻   198．00  9．00  10．00  11．00  12．00  13．00 14．00  15．00  16．00  17．00  18．00   

116  150   適し壁  217cT11  230  222  200  168  121   100  82  97  
t牢分  日時分  

時 刻  19．00  20．00  21．00  22．00   208．00  9．00，10．00  11．00  12．00  13．00  14．00   

180cllュ  204  200  1ウ4  188  222   228  217  198  159  118   

旦 15．00  16．00  17．00  18．00  19．00  20．00  

潮 位   100cれ1   潮 位                         ＿室生  時分  93  102  132  160  192   
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別府ぶ0▲280の1 西日本相互銀行地下室工事の為の揚水停止に伴なう附近鱒泉房出量の変化  

測定年月 日  昭和32年1月9日一1ウ日  

東  温 420．oC  

揚  水  量  

裏斗」裏トぷ互豆裏口歪む旦碑→蛙 

l‾一 

q  ＝］時分 1139 

＿   些＿刻11。．戸5       ヒ芸   
‡  

ヒ  l衰冨耳！是を董  
ユ時分  

七    ． 15．2 57．  
日時分 119 

49．2  日時分 149．4016．01   日時分 159．34  15．21重 一‾「  E時分 16 9．41      15．16  
泉湿  l崇 y。．。95！          ．51  15．43       14．57 12．53    h」し準ぎ＿＿卓二些 7．92I」／凪‡    9．66 49．0  9．92        13．12    480．9C  49．0   48．9        49．4  49．0 l＝  蔓崇 ぎ軋温                           13．19L／孔I13．04 490．6J！49．4     u 15．45 49．8  14．82 」；三．81  14．51  14．36  13．82         49．8  1 49．6  49．6  

トロ時分       n  日 時 分   日 時 分   
時刻  

l  

湧出量   
H 分  口時分  ；54・ウ  54．5  54．2   54．3  54．5  54．0  54．0  54．2  

湧出量  3・98I」／M  6．69  8．ウ5  6．99   時 刻    149．20  15，12   159．15  14．43  日時分 16 9．10  14 34  H時分 17910  14．21             7，99      ウ．84   1暴「塑  550．2C  55．0  55．4  55．1  55．3  55．0  55．3  55．2   
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日時分  日時分  
16．211  

ワ．75  

日 時 分  日 時 分   日 時 分  
15．40      15．101         14．581   

湧出量 8，14工」／祇   8．16  8．39  8．16   8．29    8．29  8．31  8．26   泉 ミ劉  490．1e   48．8l  48．9  48．9   48．9    48．9．  48．9  48．8】  
日時分  臼l瑳分  

No．840                 48．4  
日 時 分   日 時 分  

墜型  

墜週 
日時分  日時分  

t」遥遠≡   15．20   1010．3215．16     1110．22   16115  日時分 129．59  14．14  日時分 1310．10   15．17   
日時分  日時分  

時 刻   日時分 910．29 9．15IJ／孤生  
50．3  

日 時 分   日 時 分  日 時 分  ざ0．165        500．2C   
湧出量  11．03IJ／凪虹  10．93      11．b8 50．8   10．99  11．64  10．90        泉 渇  500．6C  50．6  

l  

日時分  日時分  

1．14．5。  ざ0．269  壁型－ぎ1冨．芸t 丞▲▲壁L＝些＿些竺 l 
日時分  日時分  日時分 堕【塾＿些」む些 水位．－？8．Oc†t－    15．55 －38．0   

．． 

日時分  日時分  日時  日時分  
時刻仁9服。  
演出量9．34IJ／班  

ぎ0．173  

日時分  日時分  H時分  日時  
149．58  

吐二竺坦些 530，9C   
53．8  

日 時 分  l  日 時 分  日 時 分  日 時  分   日 時 分  
唾 

湧出量  

耳0．263   

日 時 分   日 時 日  日 疇 分  日 時  分   
堕 

丞塾量  

泉温  
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日 時 命   日 時 命   日 時 分  日 時 分  

国i・  8．33  14．36      14．30                      時 刻 911．12   10 9．42   11 9．11 15．0012 9．08  14．33   
i  

が0 508                51．2   
日 時 分   日 時 分   日 時 分  日 時 舟   

15．27      14．55                i4．39       時 刻Ⅰ4 9．32   15 9．25   16 9．13 Ⅰ4．4017 9．42  

湧出量 8．39I」ノⅡ  8．39  8．55  8．47  8．41  8．39   8．39  8．33  

泉 涼  5lO．6c  51．8  51．8  51．6  51．8   51．8   51．6  51．6   

日時分  日時分  1日時分  日時分  時刻 99．43  14．20  日時分 10 9．24  14．40    】119．3215、18‡129．24  13．44   1139．41  14．36  
湧出量 8．57工ノ／M  9．6？  8，47  9．52             9．71  9．96   9．80  9．74  10．03  9．74  

日 時 分   日 時 分  日 時 分   Ⅳ0．749                                                                            星湿L＿旦じ旦  52．6  52．3  52．4  52．0   52．2   51．9  52．0  51．9  52．0       15．17 10．06  
52．8  
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大 分 県 温 泉 調 査 報 告（第5報）  

九州大学温泉治療学研究所   

昭和31年度に当所において行った温泉分析結果について報告する。分析方法ほ前報と同様であ  

り厚生省編纂鉱泉分析法指針の申分折法によった。  

分析した温泉の泉質は次のようである。   

A．別  府  市  

（1）鶴 見 地  

ほ）八 幡 温  

獄
 
泉
 
泉
 
 

単純泉で何れも人工泉であり成分含有量も少ない。しかし別府白  

湯ほ単純硫化水素泉である。  温
 
 

錦
 
 

（3）  

（4）別府白湯Ⅹ．X  

（5）杉の井ホテル   

（6）雲 泉 寺 温 泉   

（7）大峰、古河保養所  

（8）田の湯、高岡浩方  

（9J不 老 温 泉  

（拍 桶  温  泉  

（川 秋 葉 温 泉  

（12）竹 瓦 女 砂 浜  

（13）竹 瓦 男 砂 湯  

（14）み く  に 荘  

単純硫化水素泉だがアルカリ性である。   

単純泉   

単純泉だが遊離炭酸多く炭酸味が強い。   

単純泉   

単純泉で炭酔味がある。   

含土類重曹泉   

含土類重曹泉   

合食塩重曹泉   

合食塩重曹泉   

海岸近くにあるので海水の混入が潮汐と共に見られ泉温低く弱   

食塩泉である。   

含だ硝食塩泉   

含ホウ酸食塩泉である。十万地獄からの引湯で主でホク酸含有   

量は別府温泉中最大である。  

（用 浜 田 温 泉  

（181鉄 輪 蒸 し 湯  

B．汝 布 院 町   

（1）輿江ピックリ温泉   

（2）塚原牙一温泉   

（3）ク 牙二温泉   

（4）塚 原 鉱 泉  

単純泉  

合縁穿酸性明穿泉  

含硫化水素酸性泉で才一温泉に比べると成分含有量が少ない。  

冷泉であるが成分も多く20g近くある。合縁穿酸性明響泉で  

PHは三者中最も低く1．2である。遊離鉱酸は殆んど硫酸である。  
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微黄色を呈している。  

C．そ  の  イ也．  

（1）長 湯、愛泉舘：合炭酸土類泉でCaくMgが特長である。アルミニウムも叉多  

い。  

（2）塚 野 鉱 泉：合ホウ酸、炭酸、重曹食塩泉で冷泉である。含有成分ほ10gに  

達するが硫酸イオンを含まぬのは珍しい。食塩泉にはしはしば  

ホウ酸の多い所が見られるが、ここも叉多い。同じ炭酸泉でも  

長湯温泉とは異っている。   

終りに本調査に種々御指導御鞭捲を頂いた八田所長ならびに測定に御協力して下さった大分県厚  

生部衛生課、別府県温泉課の諸氏に感謝する。  
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温 泉 分 析 書  温研牙63号  

源 泉 名 塚原オー温泉  

ゆう出地 大分県大分郡湯布院町塚原  

申請者住所 名古屋市熟由区夜寒町63番地  

氏名 原田富美子  

Ⅰゆう出地における調査及び試験成績（昭和31年4月19日）  

（1）ゆ う 出 量 毎分  立（動力の有無、種類及び馬力   

〈2）泉  温 摂氏 47．0度（調査時における気温 摂氏17．5度）  

（3）性  状 無色澄明 無臭 収故味  
（4）水素イオン濃度 （P．H．）1．85（20．00C）  

∬ 試験室における試験成績（昭和31年4月21日）  

（1）性  状 無色澄明 無臭 収欽味  
（3）水素イオン濃度 （P．町）1．85（20．00c）  

（4）比  重 （摂氏20／4度における）1．0069  
（5）蒸発残摺物 7．003mg／kg  

（5）ラドン含有量  

（2）遊離鉱酸  アリ  

（6）含有成分及びその分量  

（水中1キログラム中に含有する分量）  

mil］imo1  

389．2  4．986  

2．270  0．052  

0．523  0．015  

H2SiO3（meta）  

HBOヱ（meta）  

H2S  

通 計  6386．3ミリグラム  

合 計   6777．8ミリグラム  
総 計   6778．3ミリグラム  

微量成分（分光分析）  

I泉  質  

合終審酸性明響温泉（緊張性低兼高温泉）  分析者 川上弘秦 野崎秀俊 古賀昭人  

Ⅲ 適応症及び禁忌症   

浴用の適応症 慢性皮膚病、尋麻疹、下腿清彦、静脈癖、慢性婦人科疾患殊に膣カタル、  

慢性泌尿生殖器病   
浴用の禁忌症   

飲用の適応症   

飲用の禁忌症   

其 の 他  

昭和31年5月25日  九州大学温泉治療学研究所   

一 55 一  



ぬ 泉 赤 痢 蕃  温研オ65号  

源 泉 名  塚原鉱泉  
ゆう出地  大分県大分郡湯布院町塚原  

申請者住所  名古屋市熱田区夜寒町63番地  

氏名  原田富美子  

Ⅰゆう出地における調査及び試験成績（鹿和31年4月19日）   

川 ゆ う 出 量  毎分  立（動力の有無、種類及び馬力  ）  

（幻 泉  温  摂氏  24．5度（調査時における気温 摂氏17．5皮）  

（3）性  状  微黄色 澄明 無臭 強酸牧歌味  
（4）水素イオン濃度 （P．H．）1．20（20．00c）    ㈲・ラドソ含有量  

丑 試験室における試験成績（昭和31年4月21日）  

（1）性  状  微黄色 澄明 無臭 強酸収欽味 （2）遊離鉱酸 アリ  
（3）水素イオン濃度 （P．H．）1．20（20．00c）  
（4）比  重  （摂氏20／4度における）1．0130  

（5）蒸発残摺物 18．030mg／kg  （6】含有成分及びその分量  

（水中1キログラム中に含有する分量）  

カチオン  ミリグラム㍊㍍㍊  ミリバ←ル （％）・  ァニオ小リグラム   ミリバール 又ほミリモル  ミリバール （％）   

Ⅰ王●・   67．49  66．95   27．86  CIJ   29．ウ2   0．838   0．35   

Na．■   224．1  9．743   4．05  ⅡSO4J   64．94   66．95   27．B6   

正■   150．6  3．852   1．60  SO4〃   82．61  Ⅰ72．1   71．62   

CaI■  641．ワ 32．02  13．33  9．る27  0．398  0．17  

別：g‥  55．35 4．552  i．89  

pe‥  5．550 0．199  0．08  

Fe…  － 8．22  

Al‥●  ・ ・ 42．74  

：旺n‥  勇 0．13  

N】壬4■  ． 0.lO 1I 

計   J240・3   100．00  計I  
F  l  

240．3  100．1  

mi】】imo】  

H2SiO3（meta）  250．6  3．210  通 計 17243．1ミリグラム  
HBO望（met∂）   1．703  0．039  合 計  17495．4ミリグラム  

H2S  O．204  0．006  総 計 17495．6ミリグラム  

微量成分（分光分析）  

皿 泉・   質  

含緑著明誉酸性温泉（緊張性低張高冷鉱泉）  分析者 川上弘秦 野崎秀俊 古賀昭人  

Ⅲ 適応症及び禁忌症   

浴用の適応症 悼性皮膚病、尋麻、手足多汗症、下潰、静脈、慢性婦人科疾患殊濫カタル  

慣性泌尿生殖器病  

浴用の禁忌症  

飲用の適応症   

飲用の禁忌症   

其 の 他  

九州大学温泉治療学研究所   昭和31年5月25日  
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温 泉 分・析 書  温研オ64号  

源 泉 名 塚原牙二温泉  
ゆう出地 大分県大分郡湯布院町塚原  

申請者住所 名古屋市熱田区夜寒町63番地  

氏名 原田富美子  

Ⅰゆう出地忙おける調査及び試験成績（昭和30年9月16日）  

（1）ゆ う 出 量 毎分  立（動力の有無、種類及び馬力）  

（2）泉  温 摂氏 57・0度（調査時における気温 摂氏26・0度）  
（3）性  状 無色澄明 硫化水素臭 強酸味  
（4）水素イオン濃度 （P．H．）1・60（20・00c）   （5）ラドン含有量  

∬ 試験室における試験成績（昭和30年9月18日）  

無色澄明 硫化水素臭 強酸味 （2）遊離鉱酸 アリ  
（P．H．）1．60（20．00c）  
（摂氏20／4匿における）1．0014  

2．099mg／kg  （6）含有成分及びその分量  

（水中1キログラム中に含有する分量）  

（1）性  状  

（3】水素イオン濃度  

（4）比  重  

15）蒸発残溜物  

mi】】imo】  

282．8  3．623  

2．838  0．065  

2．108  0．062  

通 計 1845．2ミリグラム  

合 計   2130．8ミリグラム  

総 計   2133．0ミリグラム  

H2SiO3（meta）  

HBO望（meta）  

H2S  

微量成分（分光分析）  

皿 泉  質  

含硫化水素酸性泉（緊張性低張高温泉）  

Ⅲ 適応症及び禁忌症  
分析者JtLヒ弘春 野崎秀俊 古賀昭人  

浴用の適応症  慢性関節リウマチ、慢性筋肉リウマチ、陳旧性梅毒、慢性皮膚病殊に疾癖  
梅毒性漬疹  

浴用の禁忌症  急性湿疹その他一般に急性皮膚病、興奮型の神経症、急性熱性疾患、皮膚  
や粘膜の過敏な場合  

飲用の適応症  

飲用の禁忌症  

其 の 他  

昭和31年5月25日  九州大学温泉治療学研究所   
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温 泉 分 析 書  温研牙66号  

源 泉 名  鶴見地獄  

ゆう出地  大分県別府市  

轡古老住所 別府市鶴見丘温泉土地建物株式会社  

氏名  松本勝太郎  

Ⅰゆう出地における調査及び試験成績（昭和31年4月21日）  

毎分  立（動力の有無、種類及び馬力  
摂氏 76．0度（調査時における気温 摂氏19．5度）  

無色 微硫化水素臭 無味  

（P．H．）6．0（20．00c）  （5）ラドン含有量  

（1）ゆ う 出 量  

（2）泉  温  

（3J性  状  

（4）水素イオソ濃度  

∬ 試験室における試験成績（昭和31年4月22日）  

無色 微硫化水素臭 無味   （2）遊離鉱酸 ナン  

（P．H．）6．0（20．00c）  

（摂氏20／4匿における）1．00094  
435．2mg／kg  t   （6）含有成分及びその分量   

（水中1キログラム中に含有する分量）  

（1）性  状  

水素イオン濃度  

比  重  

3
 
4
 
5
 
 

mi】1imo1  

85．40 1．094  

3．406  0．078  

63．36 1．440  

1′564  0．046  

通 計  356．9ミリグラム  

合 計   445．7ミリグラム   

総 計  510．62ミリグラム  

H2SiO3（meta）  

HBO望（meta）  

CO彗  

H2S  

微量成分（分光分析）  

皿 泉  質   

．単純温泉（綬和性低張高温泉）  分析者 川上弘春 野崎秀俊 古賀昭人  

m 適応症及び禁忌症  

浴用の適応症  

浴用の禁忌症  

慢性関節リウマチ、慣性筋肉リウマチ、神経痛、神経炎、骨及び関節等の  
運動器障害、外傷性障害の後療法、猿労回復  

心臓病の代償機能不全、高度の動脈硬化症、高血圧症、興奮型の神経症、  
急性皮膚病、悪性腫瘍（癌及び肉腫等）急症伝染病、肺結核  

飲用の適応症  

飲用の禁忌症  

其 の 他  

昭和31年5月25日  九州大学温泉治療学研究所   
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温 泉 分 析 書  温研牙68号  

源 泉 名 白湯温泉KjK  
ゆう出地 別府市南立石宇山田1538番地  

申請者住所 別府市西野口2013ノ1番地  

氏名 江口繁蔵  

Ⅰゆう出地における調査及び試験成績（昭和31年7月23日）  
（1）ゆ う 出 量 毎分  立（動力の有無、種類及び馬力  

（2）泉  温 摂氏 72．0度（調査時における気温 摂氏30・0度）   

相 性  状 敬白濁 硫化水素臭  
（4）水素イオン濃度 （P．H．）5．50（20．00c）   （5）ラドン含有量  

∬ 試験室における試験成績（昭和31年7月23日）  

（1）性  状 敬白濁 硫化水素臭  （2）遊離鉱酸 ナン  

（P．H．）5．50（20．00c）  

（摂氏20／4変における）1．0002  

308mg／kg  （6）含有成分及びその分量  

（水中1キログラム中に含有する分量）  

（3）水素イオン濃度  

（4）比  重  

（5）蒸発残摺物  

l  

－  1 －  

1 

－ － 

∴！‥l  
mil］imo】  

70．20  0．899  

36．90  0．843  

39．16  0．890  

3．672  0．108  

通 計 192．4ミリグラム  

合 計   299．5ミリグラム   

総 計   342．3ミリグラム  

H2SiO3（meta）  

HBO2（meta）  

CO望  

HzS  
微量成分（分光分析）  

皿 泉  質  
単純硫化水素泉（緊張性低張高温泉）  

Ⅷ 適応症及び禁忌症  

分析者 伸上弘秦 野崎秀俊 古賀昭人  

心臓弁膜症、慢性関節リウマチ、慢性筋肉リウマチ、神経痛、神経炎、陳  
旧性梅毒又ほ変性梅毒、殊に背髄済、慢性金属中毒症（憎性水銀中毒症、 慢中） 

性鉛毒症、糖尿病、慢性皮膚病、慢性婦人科疾患（慢性子宮内膜炎  
附属器炎）   

常腎便泌、慢性関節リウマチ、慢性筋肉リウマチ、痛風、糖尿病、慢性金  
属中毒症、神経痛、神経麻痺、慢性気管支カタル  

浴用の適応症  

浴用の禁忌症  
飲用の適応症  

飲用の禁忌症  

其 の 他  

昭和31年9月15日  九州大学温泉治療学研究所   
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温 泉 分・1析 書  温研牙69号  

源 泉 名 杉ノ井ホテル源泉  

ゆう 出地 別府市南立石2272  

申請者住所 別府市南立石2272 杉ノ井館  

氏名 代表社員 真宮  保  

Ⅰゆう出地における調査及び試験成績（昭和31年▲8月14・日）  

毎分  立（動力の有無、種類及び馬力）  

摂氏 95．0度（調査時における気温 摂氏34．0度）  

無色澄明 硫化水素臭  

川 ゆ う 出 量  

（2）泉  温  

（3】性  状  
（4）水素イオン濃度  （P．H．）8．1（34．00c）  （5）ラドン含有量   

（2）遊離鉱酸 ナン  

∬ 試験室における試験成績（昭和31年8月14日）  

（1）性  状  微白濁硫化水素臭  

（P．H．）8．6（34．00c）  

（摂氏20／4慶における）1．0003  

338．Omg／kg  

（3）水素イオン濃度  

（4）比  重  

（5）蒸発残摺物  （6）含有成分及びそゐ分量  

（水中1キログラム中に含有する分量）  

mi］】i貪10】  

H2SiO3（meta）  26．00  0．333  通 計  321．9ミリグラム  

一合 計  347．9ミリグラム  
総 計■ 347．9ミリグラム  

微量成分（分光分析）  

Ⅰ 泉  質  

泉  分析者 川上弘春 野崎秀俊 古賀昭人   

心臓弁膜症、慢性関節リウマチ、慢性筋肉リウマチ、神経痛、神経炎、陳  

旧性梅毒又ほ変性梅毒、殊に背髄瘡、慢性金属中毒症（慢性水銀中毒症叉  

ほ慢性鉛中毒症）、糖尿病、慢性皮膚病、慢性婦人科疾患（慢性子宮内膜  

炎、附属器炎）   

常腎便泌、慢性関節リウマチ、慢性筋肉リウマチ、痛風、糖尿病、慢性金  

属中毒症、神経痛、神経麻揮、慢性気管支カタル  

ハ単純硫化水素  

Ⅲ 適応症及び禁忌症   

準用の適応症  

浴・用の禁忌症  

飲用の適応症  

飲用の禁忌症  

其 の 他  

昭和31年9月14日  九州大学温泉治療学研究所   
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温研牙70号  温 泉 分 ＿新 書  

源 泉 名 奥江ピックリ温泉  

ゆう 出地 大分県大分郡湯布院町大字川西字湯田1799番地  

申請者住所 大分市中島7条通3丁目2626ノ2  

氏名 岡本安五郎  

Ⅰ ゆう出地における調査及び試験成績（昭和31年9月3日）  

（1）ゆ う 出 量  毎分  立（動力の有無、種類及び馬力）  

（2）泉  温 摂氏 34．5露（調査時における気温 摂氏29．5皮）  

（3）性  状  無色澄明 無味 無臭  
（4）水素イオン濃度 （P．H．）7．7（20．00c）  

皿 試験室における試験成績（昭和31年9月5日）  

（1）性  状  無色澄明 無味 無臭  

（3）水素イオン濃度 （P．H．）7．7（20．00c）  

（4）比  重 （摂氏20／4度における）1．0001  

（5）蒸発残溜物  228．Omg／kg  

（5）ラドン含有量   

（2）遊離鉱酸 ナン  

（6）含有成分及びその分量  

（水中1キログラム中に含有する分量）  

mi」】imo】  

93．60 1．199  通 計．115．8ミリグラム  

13．55  0．309  合 計   223．0ミリグラム  

5．720  0．130  

0．680  0．020  総 計  229．4ミリグラム  

H2SiO3（meta）  

HBO望（meta）  

CO2  

H望S  

微量成分（分光分析）  

班 泉  質′  
単純温泉（綬和性低張温泉）  分析者 川上弘春 野崎秀俊 古賀昭人  

m 適応症及び禁忌症  

浴用の適応症  

浴用り禁忌症  

慢性関節リウマチ、慢性筋肉リウマチ、神経痛、神経炎、骨及び関節等の  
運動器障害、外傷性障害の後療法、抜労回復  

心臓病の代償機能不全、高度の動脈硬化症、高血圧症、興奮型の神経症、  
急性皮膚病、悪性脛瘍（癌及び肉腫等）、急性伝染病、肺結核  

飲用の適応症  

飲用の禁忌症  

其 の 他  

昭和31年9月13日・  九州大学温泉治療学研究所   
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温 濠・分 析．書  温研牙71号  

源 泉 名 柄温泉  
ゆう出地 大分県別府市大字別府  

申請者住所 大分県別府市桶町  

氏名 近藤健一  

Ⅰゆう出地における調査及び試験成績（昭和31年10月18日）  

毎分 42．39立（動力の有無、種類及び馬力  

摂氏 56．0度（調査時における気温 摂氏23．0皮）  

無色澄明 無味 無臭  

（1）ゆ う 出 量  

（2】泉  温  

（3）性  状  

（4）水素イオン濃度  （5）ラドン含有量   

（2）遊離鉱酸 ナソ  

（P．H．）7．15（24．00c）  

∬ 試験室における試験成績（昭和31年10月20日）  

（1）性  状  微白濁 無味 無臭  
（3）水素イオソ濃度 （P．H．）7．16（20．00c）  
（4）比  重 （摂氏20／4度における）1．0003  

（5）蒸発残漕物 1．209mg／kg  （6）含有成分及びその分畠  

（水中1キログラム中に含有する分量）  

カチオン  ミリグラム  ミリバール 又ほミリモル  ミリバ←ル （％）  アニオン  ミリグラム  ミリバール 又ほミリモル  ミリバール （％）   

Na’   110．0   4．ワ92   36．60  Cl’   126．3   3．562   27．21   

瓦●   5．341   0．137   1．05  SO4け   65．84   1．3ワ2   10．48   

Ca‥   94．34   4．708   35．96  宜CO3，   496．5   8．140   62．18   

姐g‥  41．52  3．414  26．08  0．890   0．018   0．13   

Fe■■  0．129  0．005  0．04  

Al■■■  0．005  0．001  0．01  

Mn■■  0．915  0．033  0．25  

N王h■  0．030  0．002  0．01   

計  252．5  13．092  100．00  計  689．5  13．092  100．00   

miJ】imo】  

26．32  3．372  
28．38  0．648  
105．6  2．400  
1．088  0．032  

通 計   942．0ミリグラム  
合 計 1233．6ミリグラム   

総 計 1340．3ミリグラム  

H2SiO3（meta）  
HBO望（meta）  
COヱ  

H2S  

微量成分（分光分析）  

皿 泉  質  
合土類重曹泉（緩和性低張高温泉）  

Ⅲ 適応症及び禁忌症  

分析者JtU二弘秦 野崎秀俊 古賀昭人  

ヒステリー及び神経衰弱、殊に頭部充血の傾向あるもの、創傷、火傷、慢  
性皮膚病、慢性婦人科疾患（慢性子宮内膜炎、慢性附属器炎）、慢性関節  
リウマチ、神経痛、神経炎  

慢性胃腸カタル、胃酸過多症（冷重曹泉ほこれを加温して飲用させる）、  
肝臓病（肝炎）と胆道の慢性炎症、糖尿病、痛風及び尿酸素質、肥膵症、  
腎臓結石又ほ肪胱結石、殊に尿酸結石、慢性腎孟炎、慢性防胱カタル、熱  
射病、殊にその予防に有効  

腎臓炎及びネプロ←ゼ、心臓性又ほ腎臓性浮腰  

吸入療法 適応症 慢性気管支カタル、呼吸カタル  
禁忌症 肺結核、肋涙炎  

浴用の適応症  

浴用の禁忌症  

飲用の適応症  

飲用の禁忌症  

其 の 他  

九州大学温泉治療学研究所   昭和31年11月29日  
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温研牙72号  温 泉 分 析  
書  

源 泉 名 秋葉温泉（共同浴場）  

ゆう出地 大分県別府市大字別府字南町上2296の14  

輯話者住所 別府市大字別府字南町上2296の14  

氏名．安藤覚造  

Ⅰ ゆう出地における調査び試験成続（昭和31年10月18日）  

毎分 8．88立（動力の有無、種類及び馬力  ）  

摂氏 45．0皮（調査時における気温 摂氏22．3度）  

無色澄明 無味 無臭  

（1）ゆ う 出 量  
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 （5）ラドン含有量   

（2）遊離鉱酸 ナシ  

水素イオン濃度  （P．H．）7．05（21．50c）  

試験室における試験成績（昭和31年10月20日）  

無色澄明 無味 無臭  

（P．H．）7．10（20．00c）  

（摂氏20／4度における）0．9998  

1，018mg／kg  

性  状  
水素イオン濃度  

重  

発残摺物  

比
蒸
 
 

（6）含有成分及びその分量  

（水中1キログラム中に含有する分量）  

ミリバーノl  
ヵチオ小リグラム    又はミリモノl   

Na－   90．12   3．919   

正●   12．32   0．315   

C王t‥   67．90   3．388   

凪Ig‥   29．06   2．390   

甘e‥   0．595   0．021   

Al‥■   0．006   0．001   

孔生n‥   1．150   0．042   

NE4●   0．016   0．001   

計l201・2   10．077  

mil】mo】  

2．831  
1．515  
4．000  
0．017  

HSヨiO3（meta）  221．O  
HI∋02（meta）   66．40  
CO2  176．O  
H望S  O．578  
微量成分（分光分析）  

虹 泉  質  

通 計  733．8ミリグラム  
合 計 1021．2ミリグラム   

総 計 1197．8ミリグラム  

分析者 川上弘秦 野崎秀俊 古賀昭人  含土類重曹泉・（綬和性低兼高温泉）  

皿 適応症及び禁忌症  

浴用の適応症  

浴用の禁忌症  

飲用の適応症  

ヒステリー及び神経衰弱、殊に頭部充血の傾向ある者、創傷、火傷、＿慢性  
皮膚病、慢性婦人科疾患（慢性子宮内膜炎、慢性附属器炎）、慢性関節リ マ 
ウチ、神経痛、神経炎   

慢性胃腸カタル、胃酸過多症（冷重曹泉ほこれを加温して飲用させる）、  
肝臓病（肝炎）と胆道の憎性炎症、糖尿病、痛風及び尿酸素質、肥肝症、  
腎臓結石又ほ肪胱結石、殊に尿酸結石、慢性腎孟炎、慢性肪胱カタル、熱   
射病殊にその予防に有効  

腎臓炎及びネフローゼ、心臓性又ほ腎臓性浮脛  

吸入療法 適応症 慢性気管支カタル、咽喉カタル  
禁忌症 肺結核、肋膜炎  

飲用の禁忌症  

其 の 他  

九州大学温泉治療学研究所   昭和31年12月1日  
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温 泉 分 析 春   

雲泉寺温泉  
大分県別府市大字浜脇字立田町3543  

温研矛73号  

）
ヘ
ノ
 
 

源
ゆ
 
 

泉
 
 

名
地
 
 

出
 
 大分県別府市大字別府字雲泉寺3545  

大分県別府市大字別府字雲泉寺3570  

申請者住所 大分県別府市 雲泉寺温泉経営株式会社・  

氏名 山崎権市  

Ⅰゆう出地における調査及び試験成績（昭和31年10月18日）  

（1）ゆ う 出 量  毎分  立（動力の有無、種煩及び馬力  

（2】泉  温 摂氏 50．5度（調査時における気温 摂氏22．3皮）  

（3）性  状  無色澄明 無味 無臭  
（4）水素イオン濃度 （P．H．）7．30（20．00c）  

皿 試験室における試験成績（昭和31年10月20日）  

（1）性  状  無色澄明 無味 無臭  
（3）水素イオン済度 （P．H．）7．32（20．00c）  
（4）比  重 （摂氏20／4皮における）0．9999  

（5）蒸発残摺物 989．2mg／kg  

（5）ラドン含有量   

（2）遊離鉱酸 ナン  

（6）含有成分及びその分量  

（水中1キログラム中に含有する分量）  

milJimo】  

H空SiO3（meta） 189．0  2．421  

HBO2（meta）   29．02  0．662  

CO2  52．80 1．200  

H望S  O．782  0．022  
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通 計  
合 計  

総 計 1043．7ミリグラム  

微量成分（分光分析）  

皿 泉  質  

温泉（緩和性低張高温泉）  

皿 適応症及び禁忌症  

分析者 川上弘秦 野崎秀俊 古賀昭人  

慢性関節リウマチ、慢性筋肉リウマチ、神経痛、神経炎、骨及び関節等の  
運動器障害、外傷性障害の後療法、疲労回復  
心臓病の代償機能不全、高度の動脈硬化症、高血圧症、興奮型の神経症、  
急性皮膚病、悪性腫瘍（癌及び肉腫等）、急性伝染病、肺結核  

浴用の適応症   

浴用の禁忌症  

飲用の適応症  
飲用の禁忌症  

其 の 他  

昭和31年12月3日  九州大学温泉治療学研究所   
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温 泉 分 析．書  温研牙74号  

源 泉 名 みくに荘温泉  
ゆ う出地 大分県別府市大字別府5240の20  

申請者住所 大分県別府市大字別府5240の1  

氏名 高橋栄市  

Ⅰゆう出地における調査及び試験成績（昭和31年10月18日）  

（1）ゆ う 出 量 毎分  立（動力の有無、種汽及び馬力  

（2】泉  温 摂氏 42．1度（調査時における気温 摂氏22．1匿）  

（3）性  状  微白濁 無臭 塩味  
（5）ラドン含有量   

（2】遊離鉱酸 ナン  

（4）水素イオン濃度 （P．H．）7．20（35．00c）  
∬ 試験室における試験成績（昭和31年10月21日）   

川 性  状  微白濁 無臭 塩味   
は）水素イオン濃度 （P．町）7．21（20．00c）  

（4）比  重 （摂氏20／4匿における）1．0009   

r5）蒸発残溜物  5．346mg／ke  （6）含有成分及びその分量  

（水中1キログラム中に含有する分量）  

Ca■‘  185．1   9．236   10．44  ⅡCO3’   413．2   6．クワ1   

加工g■■   112．5   9．251   10．45  ⅡPO4”   0．346   0．007   7．65                l。．。1   
Fe‥   0．460   0．016   0．02   

Al●‥   104．7   11．65   13．16   

丸正n‥   0．000   0．000   0．00   

NⅡ4■   0．232   0．013   0．02   

mⅢimo】  

145．6 1．865  

13こ05  0．298  

79．20 1．800  

0．646  0．019  

通 計  5206．9ミリグラム  

合 計   5365．6ミリグラム   

総 計  5445．4ミリグラム  

H望SiO3（meta）  

HBO2  

CO2  

Ⅰ王望S  

微量成分（分光分析）  

∬ 泉  質  
弱食塩泉（緩和性低張高温泉）  

Ⅲ 適応症及び禁忌症  

分析者Jtl上弘秦 野崎秀俊 古賀昭人  

慢性関節リウマチ、慢性筋肉リウマチ、殊に腰痛、神経痛、殊に坐骨神経  
痛、神経炎、創傷、痛風、尿酸素質、慢性皮膚病  

浴用の適応症   

浴用の禁忌症  

飲用の適応症   

飲用の禁忌症   

其 の 他  

慢性胃カタル、殊に胃酸減少症、胃腸アtニー、弛緩性便泌（温泉ならば  
冷却して飲用する）、貧血症、肥群症、腺病質  
胃酸過多症、殊に冷食塩泉の飲用ほ禁忌である、胃漬疹叉ほ十二指腸潰瘍  
腎臓炎、ネフローゼその他一般に腎臓性浮腫、一般に浮腫のある患者  
吸入療法適応症 慢性気管支カタル、咽喉カタル  

昭和31年12月10日  九州大学温泉治療学研究所  
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温研牙76号  温  
泉 分 析 書  

源 泉 名 御幸温泉（愛泉館内）  

ゆ う 出地 大分県直入郡直入町大字長湯7650  

申請者住所 大分県直入郡直入町大字長湯7650  

氏名 勧沓重徳  

Ⅰゆう出地における調査及び試験成績（昭和31年8月15日）  

（1）ゆ う 出 量  毎分  立（動力の有無、種類及び馬力  

（2）泉  温 摂氏 37．0庭（調査時における気温 摂氏28．0度）  

（3）性  状  微混濁 炭酸味 微炭酸臭  
（4）水素イオン濃度 （P．H．）6．9（37．00c）  

∬ 試験室匿おける試験成績（昭和31年8月15日）  

（1）性  状  微混濁 炭酸臭 微炭酸味  
（3）水素イオン濃度 （P．H．）7．0（37．00c）  
（4）比  重 （摂氏20／4度における）1．0006  
（5）蒸発残摺物  3．878mg／kg  

（5）ラドン含有量   

（2）遊離鉱酸 ナシ  

（6）含有成分及びその分量  

（水中1キログラム中に含有する分量）  

mil】imo1  

2．132  2．731  

2．129  0．049  

12．44  28．27  

0．629  0．019  

H2SiO3（meta）  

ⅡBO2 しmeta）  

CO2  

H2S  

通 計  3634．4ミリグラム  

合 計  3849．7ミリグラム   

総 計  5094．4ミリグラム  

微量成分（分光分析）  

皿 泉  質  

含炭酸土類泉（緊張性低張温泉）  分析者Jll上弘秦 野崎秀俊 古賀昭人  

Ⅲ 適応症及び禁忌症   
浴用の適応症  

浴用の禁忌症   

飲用の適応症  

慢性関節リウマチ、慢性筋肉リウマチ、痛風、尿酸素質、慢性皮膚病、殊  
に慢性湿疹、鱗屑疹、揮疹、無力性潰瘍、アレルギー性疾患、殊匠アレル  
ギ←性皮膚炎、心臓弁膜症、背髄済、神経痛   

痛風、尿酸素質、尿酸結石、腎孟炎、慢性肪胱カタル、慢性胃カタル、伯  
倭病、アレルギー性疾患、殊に尋麻疹、痙攣性体質、殊にアタニー慢性気  
管支カタル  

飲用の禁忌症  

其 の 他  

昭和31年9月20日  九州大学温泉治療学研究所   
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温研矛77号  温 泉 分 析 書  

源 泉 名 大峰 古河保養所  

ゆう出地 別府市大字別府字原2の824の3  

申請者住所 別府市真光寺13粗  

氏名 蒲池  明  

Ⅰ ゆう出地における調査及び試験成績（昭和31年12月5日）  

毎分  立（動力の有無、種類及び馬力  

摂氏 46．0度（調査時における気温 摂氏13．0度）  

無色澄明 炭酸味 無臭  

（1）ゆ う 出 量  

（2）泉  温  

（3）性  状  
（4）水素イオン濃度  （P．H．）6．2（20．00c）  （5）ラドン含有量   

は）遊離鉱酸 ナシ  

∬ 試験室における試験成繚（昭和31年12月7日）  

（1）性  状  
は）水素イオン濃度  

（4）比  重  

（5）蒸発残溜物  

無色澄明 炭酸味 無臭  

（P．H．）6．3（20．00c）  

（摂氏20／4度における）1．00005  

784．Omg／kg  （6）含有成分及びその分量  

（水中1キログラム中に含有する分量）  

millimo】  

204．4  2．618  

5．112  0．117  

215．5  4．898  

1．496  0．044  

H2S】03（meta）  

HBO2（Eneta）  

CO望  

H2S  

通 計  586．3ミリグラム  

合 計  795．8ミリグラム   

総 計 1012．8ミリグラム  

微量成分（分光分析）  

皿 泉  質  
0単純温泉（緩和性低兼高温泉）  

虹 二適応症及び禁忌症  

分析者 川上弘春 野崎秀俊 古賀昭人  

慢性関節リウマチ、慢性筋肉リウマチ、神経痛、神経炎、骨及び関節等の  
運動器障害、外傷性障害の後療法、疲労回復  

心臓病の代償織能不全、高直の動脈硬化症、高血圧症、興奮型の神経症、  
急性皮膚病、悪性靡疹（癌及び肉腫等）、急性伝染病、肺結核  

浴用の適応症   

浴用の禁忌症  

飲用の適応症  

飲用の禁忌症  

其 の 他  

昭和32年1月11日  九州大学温泉治療学研究所   
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温研牙78号  温 泉 分 析 書  

源 泉 名  

ゆう 出地 別府市田ノ湯8組2099の7  

申請者住所 別府市田ノ湯2099の1  

氏名 高岡  浩  

Ⅰゆう出地忙おける調査及び試験成績（昭和31年12月5日）  
（1）ゆ う 出 量  毎分  立（動力の有無、種類及び馬力  

（2）泉  温 摂氏 45．5度（調査時における気温 摂氏13．0度）  

（3）性  状 無色澄明 微炭酸味 無臭  
（4）水素イオン濃度 （P．H．）6．3（20．00c）  

∬ 試験室における試験成績（昭和31年12月7日）  

（1）性  状 無色澄明 微炭酸味 無臭   
潮 水素イオン濃度 （P．H．）b．4（20．00c）  
（4）比  重 （摂氏20／4度における）1．00004  

（5）蒸発残溜物 786．Omg＼kg  

（5）ラドン含有量   

（2）遊離鉱酸 ナン  

（6）含有成分及びその分量  

（水中1キログラム中に含有する分量）  

mi］1imo］  

H，SiO3（meta）  222．6  285．2  通 計  549．1ミリグラム  

HBO望（meta）   8．520  0．194  合 計   780．2ミリグラム  
CO2  139．9  3．180  

H2S  O．680  0．020  総 計  920．8ミリグラム  

微量成分（分光分析）  

Ⅲ 泉  質  
単純温泉（緩和性低張高温泉）  分析者 川上弘秦 野崎秀俊 古賀昭人  

Ⅲ 適応症及び禁忌症   

浴用の適応症  慢性関節リウマチ、慢性筋肉リウマチ、神経痛、神経炎、骨及び関節等の  

運動器障害、外傷性障害の後療法、疲労回復  
心臓病の代償機能不全、高度の動脈硬化症、高血圧症、興奮型の神経症、  
急性皮膚病、悪性腫瘍（癌及び肉腫等）、急性伝染病、肺結核  

浴用の禁忌症  

飲用の適応症  

飲用の禁忌症  

其 の 他  

昭和32年1月11日  九州大学温泉治療学研究所   
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温 泉 諒 折 垂  温研牙79号  

源 泉 名 竹瓦温泉 （女砂湯）  

ゆう出地 別府市北町下589の1  
申請者住所 別府市役所  

氏名 荒金啓治  

Ⅰ ゆう出地における調査及び試験成績（昭和32年3月22日）  

毎分  立（動力の有無、種類及び馬力  

摂氏 57．0皮（調査時における気温 摂氏15．5度）  

無色澄明 微塩味 無臭  

（1）ゆ う 出 量  

（2）泉  温  

（3）性  状  
（4）水素イオン濃度  （P．H．）6．78（20．00c）  （5）ラドン含有量   

（2）遊離鉱酸 ナシ  

∬ 試験室における試験成績（昭和32年3月22日）  

（1）性  状  敬白濁 無臭 微塩味  
（P．H．）6．80（20．0。C）  

（摂氏20／4庭における）1．00002  

1525mg／kg  

（3）水素イオン濃度  

（4）比  重  
（5）蒸発残摺物  （6】含有成分及びその分量  

（水中1キログラム中に含有する分量）  

mi】1imo1  

291．2  3．730  
13．11 0．299  
0．782  0．023  
241．3  5．484   

K2SiO3（meta）  
HBO2（meta）  
H雪S  

微量成分（分光分析）  

CO2  

班 泉  質  

通 計 1345．4ミリグラム  
合 計 1650．0ミリグラム   

総 計 1891．8ミリグラム  

分析者Jtし上弘春 野崎秀俊 古賀昭人  ．愴食塩重曹泉（緩和性低張高温泉）  

Ⅲ 適応症及び禁忌症  

二 
＿、   

リウマチ、神経痛、神経炎   

慢性胃腸カタル、胃酸過多症（冷重曹泉ほこれを加温して飲用させる）、  
肝臓炎（肝炎）と胆道の慢性炎症、糖尿病、痛風及び尿酸素質、肥膵症、  

碩酸結石、慢性腎孟炎、慢性肪胱カタル、熟  

腎臓炎及びネフローゼ、心臓性叉ほ腎臓性浮腫  
吸入療法 禁忌症 肺結核、肋膜炎  

適応症 慢性気管支カタル、咽喉カタル  

浴用の適応症  

浴用の禁忌症  

飲用の適応症  

飲用の禁忌症  

其 の 他  

昭和32年4月24日  九州大学温泉治療学研究所   
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温 泉 分 析 書  温研牙80号  

源 泉 名 不老泉  

ゆう出地 別府市別府太呂部町2171の2  

申請者住所 別府市役所  

氏名 荒金啓治  

Ⅰゆう出地における調査及び試験成績（昭和32年3月18日）  

毎分  立（動力の有無、種類及び馬力  ）  

摂氏 55．5度（調査時における気温 摂氏19．0度）  

無色澄明 弱炭酸味 無臭  

（1）ゆ う 出 量  

紹）泉  温  

（3）性  状  

（4）水素イオン濃度  （5）▲ ラドン含有量   

（2）遊離鉱酸 ナン  

（P．H．）6．90（20．00c）  

∬ 試験室における試験成績（昭和32年3月18日）  

（1）性  状  敬白濁 弱炭酸味 無臭  
（3）水素イオン濃度 （P．H．）6．90（20．00c）  
（4）比  重 （摂氏20／4度における）0．9999  

（5）蒸発残摺物 858mg／kg  （6）含有成分及びその分量  

（水中1キログラム中に含有する分量）  

mi］1imo】  

192．0  2．460  通 計  647．5ミリグラム  

22．70  0．516  合 計   862．2ミリグラム  

392．8  8．909  

1．224  0．036  総 計 1256．2ミリグラム  

H望SiO3（meta）  

HBO望（meta）  

CO2  

Ⅰ▲Ⅰ巳S  

微量成分（分光分析）  

皿 泉  質   
β単純温泉（緩和性低張高温泉）  分析者 川上弘秦 野崎秀俊 古賀昭人  

Ⅲ 適応症及び禁忌症  

浴用の適応症  

浴用の禁忌症  

慢性関節リウマチ、慢性筋肉リウマチ、神経痛、神経炎、骨及び関節等の  
運動器障害、外傷性障害の後療法、疲労回復  
心臓病の代償機能不全、高度の動脈硬化症、高血圧症、興奮型の神経症、  
急性皮膚病、悪性腫瘍（癌及び肉腫等）、急性伝染病、肺結核  

飲用の適応症  

飲用の禁忌症  

其 の 他  

昭和32年4月24日  九州大学温泉治療学研究所   
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温研矛81号  温 泉 分 析 書  

源 泉 名 竹瓦温泉（男砂湯）  

ゆう出地 別府市北町下589の1  
申請者住所 別府市役所  

氏名 荒金啓治  

Ⅰゆう出地における調査及び試験成績（昭和32年3月18日）  

（1）ゆ う 出 量  毎分  立（動力の有無、種讃及び馬力  

（2）泉  温 摂氏 61．0度（調査時における気温 摂氏17．0度）  

（3）性  状  無色澄明 微弱炭酸味 塩味 無臭  
（4）水素イオン濃度 （P．H．）6．80（20．00c）  

∬ 試験室における試験成績（昭和32年3月18日）  

（1）性  状 微淡黄色 微弱炭酸味 無臭  
（3）水素イオソ濃度 （P．H．）6．82（20．00c）  
（4）比  重 （摂氏20／4度における）1．0001  

（5）蒸発残摺物 1518mg／kg  

（5）ラドン含有量   

（2）避雷鉱酸 ナン  

（6）含有成分及びその分量  

（水中1キログラム中に含有する分量）  

mⅢimo］  

182．0  2．331  
31．20  0．712  
130．9  0．975  
0．340  0．010  

H2SiO3（meta）  
HBO9（meta）  
CO望  

H巴S  

通 計 1319．7ミリグラム  
合 計  1532．9ミリグラム   

総 計 1664．1ミリグラム■  

微量成分（分光分析）  

亜鮎食塩重富泉（脚性低張高温泉）  分析者川上弘秦野崎秀俊古賀昭人  

血 適応症叉び禁忌症   

浴用の適応症  ヒステリー及び神経衰弱、殊に頭部充血の傾向あるもの、創傷、火傷、慢  
性皮膚病、慢性婦人科疾患（慢性子宮内膜炎、慢性附属器炎）、慢性関節  
リウマチ、神経痛、神経炎  

浴用の禁忌症   

飲用の適応症  慢性胃腸カタル、胃酸過多症（冷重曹泉ほこれを加温して飲用させる）、  
肝臓炎（肝炎）と胆道の慢性炎症、糖尿病、痛風及び尿酸素質、肥肝症、  
腎臓結石又ほ肪胱結石、殊に尿酸結石、慢性腎孟炎、慢性肪胱カタル、熱  
射病、殊にその予防に有効  
腎臓炎及びネフローゼ、心臓性又ほ腎臓性浮腫  
吸入療法 禁忌症 肺結核、肋膜炎  

適応症 傾性気管支カタル、咽喉カタル  

飲用の禁忌症  
其 の 他  

九州大学温泉治療学研究所   昭和32年4月25日  
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温研牙82号  
湿 泉 分 析 書  

源 泉 名 八幡温泉  

ゆう出地 別府市浜脇田島田井3499  

申請者住所 別府市役所  

氏名 荒金啓治  

Ⅰ ゆう地における調査及び試験成績（昭和32年3月18日）  

川 ゆ う 出 量  

（2】泉  温  

（3）性  状  
（4）水素イオン濃度  

毎分  立（動力の有無、覆車類及び馬力  ）  

摂氏 53．5度（調査時における気温 摂氏19度）  

無色澄明 無臭 無味  

（P．Ⅱ．）7．00（200c）  （5）ラドン含有量   

（2）遊離鉱酸 ナン  

∬ 試験室における試験成績（昭和32年3月19日）  

（1．）性  状 無色透明 無味 無臭  
（3）水株イオン濃度 （P．H．）7．00（200c）  

（4）比  重 （摂氏20／4度における）0．9998  

（5）蒸発残譜物  433mg／kg  （6）含有成分及びその分量  

（水中1キログラム中に含有する分量）  

miL7imo］  

H；siO3（meta） 57．10 0．730  

HBO2（meta）   27．22  0．621  

CO2  40．92  0．930  

H2S  l．275  0．038  

微量成分（分光分析）  

質  

通 計  368．8ミリグラム  

合 計  453．1ミリグラム   

総 計  495．3ミリグラム  

皿 泉  

単純温泉（緩和性低張高温泉）  分析者 川上弘春 野崎秀俊 古賀昭人  

皿 適応症及び禁忌症  

慢性関節リウマチ、慢性筋肉リウマチ、神経痛、神経炎、骨及び関節の遅  
効機能障害、渡労回復  

心臓病の代償機能不全、高度の動脈硬化症、高血圧症、興奮型の神経症、  
肺結核、急性伝染病  

浴用の適応症   

浴用の禁忌症  

飲用の適応症  

飲用の禁忌症  

其 の 他  

昭和32年4月25日  九州大学温泉治療学研究所   

ー ウ2 一  



温 泉 分 析 書  
温研牙83号  

源 泉 名 錦温泉  

ゆう 出地 別府市大字別府仮屋2417  

申請者住所 別府市役所  

氏名 荒金啓治  

Ⅰ ゆう出地における調査及び試験成績（昭和32年3月18日）  

毎分  立（動力の有無、種類及び馬力  ）  

摂氏 60．5匿（調査時匿おける気温 摂氏19度）  

無色澄明 無味 無臭  

（1）ゆ う 出 量  

（2）泉  温  

（3）性  状  
（4）水素イオン濃度  （5）ラドン含有量  

（2）遊離鉱酸 ナン  

（P．H．）7．00（200c）  

∬ 試験室における試験成績（昭和32年3月19日）  

無色透明 無味 無臭  

（P．H．）7．05（200c）  

（摂氏20／4匿における）0．9998  

432mg／kg  

（1）性  状  
（3）水素イオン濃度  

（4）比  重  

（5）堆発残摺物  （6）含有成分及びその分量  

（水中1キログラム中に含有する分量）  

mi】1imo】  

51．50  0．658  通 計  360．3ミリグラム  

27．22  0．621  合 計   439．1ミリグラム  

43．38  0．986  
1，649  0．049  絵 計  484．1ミリグラム  

H望SiO3（meta）  

HI∋02（meta）  

CO望  

H望S  

皿 泉  質  
単純温泉（緩和性低張高温泉）  分析者 川上弘春 野崎秀俊 古賀昭人  

皿 適応症及び禁忌症  
浴用の適応症  

浴用の禁忌症  

慢性関節リウマチ、慢性筋肉リウマチ、神経痛、神経炎、骨及び関節の運  
動器障害、外傷性障害の後療法、疲労回復  

心臓病の代償機能不全、高度の動脈硬化症、高血圧症、興奮型の神経症、  
急性皮膚病、肺結核  

飲用の適応症  

飲用の禁忌症  

其 の 他  

昭和32年4月25日  九州大学温泉治療学研究所   
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温 泉 分 析 書  温研牙84号  

源 泉 名 浜田温泉  

ゆう出地 別府市亀川内竃浜田1013の1  

申請者住所 別府市役所  

氏名 荒金啓治  

Ⅰゆう出地における調査及び試験成績（昭和32年3月22日）  

ゆ う 出 量  毎分  立（動力の有無、笹慧及び馬力  ）  

泉  温  摂氏 60度（調査時における気温 摂氏10度）  

1
 
2
 
n
d
 
4
 
 

■
′
－
1
 
′
■
l
ヽ
 
（
 
l
 
 

性  状  無色澄明 弱塩味 無臭  
水素イオン濃度  7．04（2000）  （5）ラドン含有量  

（2）遊離鉱酸 ナン  

∬ 試験室における試験成績（昭和32呑3月23日）  

ー 無色澄明 詣塩味 無臭  

（P．H．）7．10（200c）  

（摂氏20／4直における）1．0001  

196．8mg／kg  

（1）性  状  

（3）水素イオン濃度  

（4）比  重  

（5）蒸発残摺物  （6）含有成分及びその分量  

（水中1キログラム中に含有する分量）  

● 

・ 

・ 

‥ 

millimo」  

202．0  2．588  通 計 1718．1ミリグラム  

59．60 1．360  合 計 1979．7ミリグラム  

57．20 1．300  

1．241 0．037  統 計  2038．1ミリグラム  

H望SiO3（meta）  

HBO2（meta）  

CO2  

Ⅱ2S  

微量成分（分光分析）  

皿 泉  質  

含空硝食塩泉（緩和性低張高温泉）  分析者 川上弘秦 野崎秀俊 古賀昭人  

Ⅲ 適応症及び禁忌症   

浴用の適応症  

浴用の禁忌症  

飲用の適応症  

飲用の禁忌症  

其 の 他  

慢性関節リウマチ、慢性筋肉リウマチ、神経痛、殊濫坐骨神経痛、神経炎  
創傷、痛風、尿酸素質、慢性皮膚病   

胃酸減少症、胃腸アナニー、弛緩性便泌、貧血症、肥膵症、腺病質  

九州大学温泉治療学研究所   昭和32年4月25日  
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温研牙85号  温 泉 分 析 書  

源 泉 名 塚野鉱泉  

ゆう出地 大分県大分都野津原村中山田380の2  

申請者住所 大分県大分都野津原村  

氏名 角茂三郎  

Ⅰ ゆう出地における調査及び試験成績（昭和32年3月14日）  

（1）ゆ う 出 量  毎分  立（動力の有無、種類及び馬力  ）  

（2）泉  温  摂氏14匿（調査時における気温 摂氏7皮）  

（3）性  状  無色澄明 炭酸味 塩味 無臭  
（4）水素イオン濃度 （P．H．）6．05（200c）  

∬ 試験室における試験成績（昭和32年3月15日）  

（1）性  状  微白濁 炭酸味 塩味 無臭  
（3）水素イオン濃度 （P．H．）6．15（200c）  

（4）比  重 （摂氏20／4皮における）  

（5）蒸発残溜物 1027．7mg／kg  

（水中1キログラム中に含有する分量）  

（5）ラドン含有量  

（2）遊離鉱酸 ナン  

（6】含有成分及びその分量  

mi】Iimo】  

158．0  2．024  通 計 1007．3ミリグラム  

124．8  2．848  合 計 10355．6ミリグラム  

176．7  40．16  

0．238  0．007  総 計 12122．8′′′リグラム  

H2SiO3（meta）  

HBO望（meta）  

CO望  

H望S  

微量成分（分光分析）  

Ⅱ 泉  質  
含ホウ酸炭酸重曹食塩泉（綬和性高波冷鉱泉） 分析者 川上弘春 野崎秀俊 古賀昭人  

皿 適応症及び禁忌症   

浴用の適応症  慢性関節リウマチ、慢性筋肉リウマチ、創傷、火傷、慢性皮膚病、慢性婦  

人科疾患（慢性子宮内膜炎、慢性附属器炎）  

浴用の禁忌症  

飲用の適応症  

飲用の禁忌症  

其 の 他  

慢性胃カタル、胃弛緩症、肥肝癌症、熱射病、殊にその予防  

腎臓炎及びネフローゼ、浮腫のある場合  

九州大学温泉治療学研究所   招和32年4月25日  
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轟L 二泉 卦 析  書  温研矛86号  

源 泉 名 鉄輪蒸湯  
ゆう出地 別府市鉄輪風呂本212  

申請者住所 別府市役所  

氏名 荒金啓治  

Ⅰゆう出地における調査及び試験成績（昭和32年3月22日）  
毎分  立（動力の有無、種類及び馬力  
摂氏 78．5皮（調査時匿おける気温 摂氏9度）  

（1）ゆ う 出 量  

（別 泉  温  

（3）性  状  
（4）水素イオン濃度  

無色透明 徽酸性食塩味 無臭  

（P．H．）3．90（200c）  （5）ラドン含有量   

（2）遊離鉱酸 ナン  
∬ 試験室における試験成績（昭和32年3月23日）  

無色透明 徽酸性食塩味 無臭  
（P．H．）3．90（200c）  

（摂氏20／4匿における）1．0006  

581．8mg／kg  

（水中1キログラム中に含有する分量）  

（1）性  状  

（3）水素イオン濃度  

（4）比  重  

（5）蒸発残溜物  （6）含有成分及びその分量  

●  

・ 

． ．  

millimo】  

693．0  8．878  

102．2  2．332  

69．70 1．584  

1．765  0．052  

・通 計  5028．4ミリグラム   

合 計  5823．6ミリグラム  

総 計  5895．1ミリグラム  

E2SiO3（meta）  

HBO2（meta）  

CO望  

H2S  

微量成分（分光分析）  

Ⅲ 泉  質  
含ホク酸食塩泉（緩和性低張高温泉）  

Ⅲ 適応症及び禁忌症  

分析者 川上弘 春野崎秀俊 古賀昭人  

慢性関節リウマチ、慢性筋肉リウマチ、坐骨神経痛、神経炎、創傷、痛風  

尿酸素質   

胃酸減少症、胃腸アトニー、弛繹性便泌、貧血症、肥群症、腺病質  

胃酸過多症、胃潰疹、腎臓炎  

浴用の適応症   

浴用の禁忌症  

飲用の適応症  

飲用の禁忌症  

其 の 他  

九州大学温泉治療学研究所   昭和32年4月25日  
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大分㌧県温泉調査報告（牙二報）  

大分県衛生研究所  

1．緒  言  

昭和31年皮、衛生研究所に於て、温泉分析を行った結果をまとめて報告する。   

その内訳は別府17件、七里田2件、直川村（冷泉）1件である。  

2．分 析 方 法  

主として厚生省衛生検査指針（鉱泉分析法指針）の申分析の項によったが、これに記載されて  

いる以外の分析法を用いたものもある。   

分析法を略記すれば、Na●、酵酸クラニル法（比色）K●、へキジルナトリウム法（重量法）  

Ca’■、Mg’’、E．T．A．法、Cl’、モrル法、NH｛、Fe‖●、Mn■■、Al‥●、HPO／’、HBO2、As、  

比色法、SO4”、H2SiO3、重量法、H2S、容量法、PH、ガラス電極（現地に於ては比色）  

3．原泉の採取  

原則としてほ、ゆう出口に於て採取及び現地試験を行ったが、源泉に立入る事が出来ない等、  

止むを得ない場合ほゆう出口に最も近い場所で試料の採取及び現地試験を行った。  

4．温泉分析成績音  

別  紙  

5．泉  種  

地 域  地区（大字）  源 泉 名  

別府市  南立石  楽天地大浴場湯   

ク  山  手  温  泉  

ク  別  府  紙  屋  温  泉   

ク  ク  甲  斐  湯  

泉  質  

単純酸性泉  

単 純 温 泉   

合食塩土類重曹泉   

単 純 温 泉   

合食塩土類重曹泉  

合食塩土類重曹泉   

弱 食 塩 泉  

弱 食 塩 泉   

弱 食 塩 泉   

ク  天  

温
 
温
 
温
 
 

川
 
友
 
鉄
 
 

網
 
安
 
住
 
日
 
 

ク  ク   

ク  北石垣  泉
 
泉
 
泉
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源 泉 名  泉 質  

海 浜 ホ テ ル  弱 食 塩 泉  

小 野 田 温 泉  弱 食 塩 泉  

久  野  温  泉  弱 食 塩 泉  

聴  清  泉  弱 食 塩 泉  

富士銀行別府寮温泉  弱 食 塩 泉  

長  生  湯  含空硝弱食塩泉  

高  崎  温  泉  単 純 温 泉  

雷園地獄（引湯月わ  弱 食 塩 泉  

地 域  地区（大字）  

別府市  別  府  

亀 Jll  

ク  ク  

ク  ク  

ク  ク  

ク  鉄  輪  

単純硫化水素泉   
（冷鉱泉）  

舎監硝重炭酸土類泉  

合空≡硝重炭酸土類泉   

直
 
地
 
軸
 
 

南海部却  直川村   

久住町  七里田  

川
 
僧
 
前
 
 

泉
 
湯
 
湯
 
 6．考  轟   

別府温泉の批素分布状態   

昨年の報告で照波園地区の温泉に耽素含有量の多い事を指適した。しかしこれは局地的に限定  

された場所のみについての調査であり、その分布状態はどれ位の範囲匿わたっているかは解決出  

来ていなかった。本年度は幸に別府地域全般にわたり温泉分析を行う機会を得たのでこれを表に  

まとめてみた。   

この表は現在分析中のものも含めた関係で完全なものではないが、これによって別府地域の北  

案分布状態の大略が解ると恩ほれる。   

この結果によれば、旧別府（大字別府）地区ではA5、0．2mg以下でこれも流川を中心として  

南ほ全部0．1mg以下であり、これ以北に於てほ大尉0．1～0．2mgを検出している。この地区の泉  

質は合食塩土類重曹泉が多く、単純温泉も成分的には合食塩土類重曹泉に近いものである。   

北石垣に至ると批素含有量は急に増加し0．4～1．6mgを示し、この量ほそのまゝ亀J一昨続いて  

いる。この地区ほ地域的に見ても北石垣の延長であり、As量も0．12mgl件を除いてほ0．36～1．2  

mg（黒木病院は恐らくこれ以上）である。両地区共に泉質は弱食塩泉に属し、泉温は別府地区  

の47～58．50Cにくらべ北石垣、亀Jtlでほ55．5～1000cと非常に高くなっている。   

鉄輪は調査件数も少いので今後の調査を待たねばならないが、泉質も多様であり、As量も一  

定していない様である。  
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別 府 温 泉 批 素 分 布 表  

地区  温 泉 所 在 （温泉名）  採水日  泉温（気温）  Oc  pⅡ  蒸発残溜 物mg／1  Asmg′1l泉  質   墓析葛   

南  0単純酸性泉  
立  
石   0単純温泉  

山 本 病 院  32．3．19  56（14）  7．3（6．3）   0．1以下   ※  

1130．4  合食塩土類重層泉  

滝 見 温 泉  32．3．19  47（14）  6．4（6．8）  ±  ※  

亀の井ホテル A  32．3，22  53．5（15）  6．5（6．4）  ±  ※  

亀の井ホテル B  32．3．22  48（15）  6．4（6．7）  ：±  ※  

な  る  み  32．4．2  58．5（13．5）  5．8（6．4）  ±  ※  
別  

イ ヨ ヤ 旅 館  32．4．2  62（13．5）  ウ．1（7．3）  ±  ※  

竹   泉   荘  32．3．19  56（14）  6．8（6．8）  ：±  ※  

904．2  
鶴 田 ホ テ ル  32．4．2  63（13．5）  7．0（6．5）  0．1  ※  

春 日 温 泉  32．3．19  53．5（14）  6．7（6．6）  0．2  ※  

辻  よ  し  32．3．22  65（10）  6．9（6．6）  0．2  ※  

大   福  荘  32．3．22  60（14）  ワ．7（7．3）  0．1  ※  

大  吉   荘  32．3．22  54（13）  6．8（7．0）  0．1  ※  

府  風   荘  32．3．22  54（14）  6．7（6．25）  ±  ※  

1366．0  

花菱旅飽（i四 明）  31．9．12  57（26）  ワ．4（ワ．0）  1346．0  0．20  合食塩土類重曹泉  28  

金 龍 族 館  32．3．20  61（13．5）  ウ．8（ワ．5）  ニヒ  ※  

満  天  閣  32．3．22  49（9）  ウ．5（6．7）  0．1以下  ※  

錦  水  園 A  32．3．22  50（9）  6．6（6．ウ）  0．2  ※  

鏑  水  園 B  32．3．22  50（9）  6．8（6．8）  0．1  ※   

I 

海浜ホテル  
北  

日鉄保養所（日鉄温泉）   

石  住友金属保養所 （住友温泉）  31．9．11  99．5（27）  ウ．4（7．8）  4455．2  1．60  弱 食 塩 泉  23   

九州電気工事保養所 （久香泉）  

垣  
安川電機保養所 （安川温泉）   
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J紺～泉幣昆）い丑  温 泉 所 在   
（温 泉 名）  蒸発残溜 物 －ng／1  

小野田セメソt保養所   
（小野田温泉）  

久野鉱業保養所   
（久 野温泉）  

富士銀行保養所   
（富士銀行別府寮温泉）  

窯  木  病  院  

非現業共済組合保養所   
（聴 清 泉）  

亀Jtl温 泉 正．E∴  

弱 食 塩 泉  

弱 食 塩 泉  

81（28．5）   

9ワ（26．5）   

55．5（27）   

jDOり3．5）   

63（27）  

ワ2．5（10）  

5．8（6．4）   

ワ．2（ワ．0）  

5．8（5．85）  

ウ．1（ウ．カ  

ワ．1（6．9）  

6．8く7．3）  

31．9．12   

31．9．11   

31．9．11  

32．4．2  

31．9．11  

32．3．22  

泉
 
 

泉
 
 

塩
 
 
 
塩
 
 

食
 
 
 
食
 
 

2
5
 
※
 
2
1
 
※
 
 

貸間長生閣（長生湯）  

地獄楽々園（高崎温泉）  

富国地獄（引湯用）  

ひ よ う たん温泉  

96（20）   

9ワ（18）  

83（27）  

ク0（19）  

含二巳硝弱食塩泉  

単 純 温 泉  

弱 食 塩 泉  

弱 食 塩 泉  

9．0（9．4）  

ワ．2（6．9）   

3．8（3．ワ）   

ウ．2（ワ．25）  

31．4．9   

31．4．9   

31．9．11  

30」＝．1  

1295．6  

ウ85．4   

2454．0   

1179．8  

（註） ※ ほ現在分析中のものでAs畳も概略である。  

P正 規地に於けるp耳を示し（試験紙による比色）カツコ内ほ試験室に於けるpE（ガラス電  

極による）である。  

0．1以下とあるのほ0．05111g以上0．11ng以下を指す。  

± ほ0．051】唱以下  
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街研温矛12与  
温 泉 分 析 書  

源 泉 名 別府温泉（紙屋温泉）  

ゆう出地 別府市大字別府字南町下80の2  

申請者住所 別府市南町 紙屋温泉組合  

氏名 河村万平  

Ⅰ ゆう出地における調査及び試験成績（昭和31年4月10日）  

（1）ゆ う 出 量 毎分14立（動力なし）  

（21泉  温 摂氏49．0虔（調査時における気温 摂氏15．5度）  

（3）性  状 無色澄明 臭味殆んどなし  
（4）水素イオン濃度（P．n．）7．4（比色）  圃 ラドン含有量  

Ⅱ 試験室における試験成績川召和31年6月30日）  

（1）性  状 褐色沈壇少量 臭味殆んどなし  （21遊離鉱酸 なL  

13）水素イオン濃度 7．4（比色）  

（4）比  重（摂氏15度における）1．0003  

（5）蒸発残摺物1130．4（鉱水1キログラム中のミリグラム数）  

（6）含有或分及びその分量  

（本水1お口グラム巾に含有する分量）  

H3SiO3 111．80ミリグラム  

CO2  156．21ミリグラム  

其の他 亜鉛イオソ Zn＝ 痕跡  

通 計 1080．39ミリグラム  

合 計 1192．19ミリグラム  

総 計 1348．39ミリグラム  

Ⅲ 泉  質 合食埴土類重曹泉（緩和性低張高温泉）  

Ⅲ 適応症及び禁忌症  

浴用の適応症 ヒスチリ【及び神経衰弱、殊に頭部充血の傾向あるもの、創傷、火傷、慢性  
皮膚病、慢性婦人科疾患、慢性関節リウマチ、神経痛、神経炎   

浴用の禁忌症 すべての急性疾患、殊に急性熱性疾患、鰭悼状態（結核及び悪性腫瘍等）、  

高度の心臓病及び病勢進行中の疾患   

飲用の適応症 慢性胃腸カタル、胃酸過多症、肝臓病＝肝炎〉と胆道の悸性炎症、磨尿病、  
痛風及び尿酸素質、肥肝症、腎臓結石、又ほ膀胱結石、殊に尿酸結石、慢性  

腎孟炎、慢性膀胱カタル、熱射病、殊にその予防に有効   
飲用の禁忌症 腎臓炎及びネプロ←ゼ、心城性又ほ腎臓性浮腫  

取入 療 法 適応症 慢性気管支カタル、咽喉カタル  
禁忌症 肺結核、肋膜炎  

分析者  大分県衛生研究所技師  岡 養成  溝口 昇  

昭和31年7月5日  大分県衛生研究所   
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街研温矛13号  
温 泉 分 析 害  

源 泉 名 別府温泉（長生湯）  

ゆう出地 別府市大字庚輪事大平刃151の1  

申請者住所 別由布鉄輪  

氏名 高橋高録  

Ⅰ ゆう出他にさ言ける調奔及び試験戎績（昭和31年4月9日）   

川ゆ う 山 量 毎分12立（動力なし、噴気共出）  

（2）泉  追 わミ氏 96．0度（調査時における気温 摂氏20■0度）  

（3）性  状 無色透明 臭味殆んどなし  

（4）水素イオン濃度（P．H．）9．0（上L色）  （5）ラドン含有量  

正 試写藁室における鼓験て績（昭和31年6月30日）  

（i）性  ヨノミ 無色透明 臭味殆んどなし  （2）遊離鉱酸 なし  

（3）水素イオン濃度 9．4（ガラス電極）  

（4）比  重（摂氏15変における）1．0003  
（5）基発残摺物1295．6（鉱水1キログラム中のミリグラム数）  

（6）含有成分及びその分量  

（本水1キログラム中に含有する分量）  

36さ．39垂 15．609llOOOO  651，48 ■ 15．609l lOO・00  

通 計 1019．87ミリクラム  
総 計 1227．09ミリグラム  

H2SiO3  207．22ミリグラム  

其の他 噴気より 三昧S 微量  

凪 泉  質 含芭硝弱食塩泉（緩和性低張高温泉）  

闇 適応症及び禁忌症   

浴用の適応症 慢性関節リウマチ、慢性筋肉リウマチ、殊に腰痛、神経痛、殊に坐骨神経痛、  
神崖炎、創傷、痛風、尿酸素質、慢性皮膚病   

浴用の禁忌症 すべての急性疾患、殊に急性熱性疾患、憺悼状態（結核及び悪性膵瘍等）、  

高度の心臓病及び玩勢進行中の疾患   

飲哨の適応症 慢性胃カタル、殊に胃酸減少症、胃アトニー、弛綬性便秘（冷却して飲用）、  

貧血症、肥肝症、腺病質   
飲月の禁忌症 胃酸過多症、胃潰瘍及び十二指腸潰瘍、腎繊炎、ネフローゼ、その他一般に  

腎粘性浮膵、一般に浮腫のある患者  

分析者  大分県衛生研究所技師  同 義成  溝口 昇  

大分県衛生研究所   昭和31年12月10日  

ー8Z－  



温 泉 分 析  
衛研温牙14弓・  

源 泉 名 別府温泉（楽天地大浴場用湯）  

採取場所 別府市大亨南立石手錠抵2F58番地の2  

申請者住所 別府国際観光株式会社  

氏名 御手洗辰雄  

Ⅰ ゆう出地における調査及び試験成績（昭和31年4月10日）  

（1）ゆ う 出 量 観音地獄を主とし毎分  立（動力   ）  

（2）泉  温 地温泉を混合す 損月主 71■5痩（調査蜘こおける気払摂氏13・暇）  

（3）性  状（濾過憎経過後）嘩色澄明 故に収欽牲鉱酸味を有し無臭  

（4）水素イオン濃度（P．H．）2，8（比色）  明 ラドン含有量  

Ⅰ 試験室における試験成績（昭和31年6月30日）  

（1）性  状 無色澄明 微に鉱離味 知見  （2）遊離鉱酸 あり  

（3）水素イオン濃度 2．80（ガラス電極）   

囲 比  重（摂氏ユ5度における）1・0000  
（5）蒸発妓摺物 354．4（鉱水1キログラム11Iのミリグラム敗）  

（6）含有友分及びその分量  

（本水1キログラム中に含有する分量）  

H盟SiO3 53．82ミリグラム  通 計  294．68ミリグラム  

合 計  3媚■50ミリグラム  
其の他  総 計 348．50ミリグラム  

Ⅱ 泉  質 単純酸性泉（緊張性低張高温泉）  

Ⅲ 適応症及び禁忌症   

浴用の適応症 悟性関節リウマチ、慢性筋肉リウマチ、酎［i性梅毒、慢性皮膚病、殊に折癖、  

梅毒性潰瘍   

浴用の禁忌症 急性湿疹、その他一般に急性皮膚病、神経症の興嘗型、急性熱性疾患、皮膚  
や粘膜の過敏な場合  

飲用の適応症  

飲用の禁忌症  

分析者  大分県衛生研究所技師  同 義或  溝口 昇  

大分県衛生研究所  

←・83一   

昭和31年7月5日  



温 泉 分 析  
荷研騒キ15号  

源 泉 名 別府温泉（山手温泉）  

ゆう出地 別月市大字南立石松葉2514の2（河水に噴気1弓、2号、4号を吹込んだもの）  

巾話者住所 別府国際観光株式会社  

氏名 御手洗炭塵  

Ⅰ ゆう出地における調査及び試験成績（昭和31年4月10日）  

（1）ゆ う 出 量 噴気4号の吹込み現場にて採取 毎分  立（動力 なし）   

t21泉  温 扱氏 43．0度（調査時における気温 扱氏13■0度）  

（と）性  状 無色透明 無味 噴気ほ硫化水素臭を有す  
（4）水素イオン農授二（P．H．）5■8（比色）  （5）ラドソ含有量  

∬ 試験室における試験友績（昭和31年6月30日）  

（レ性  状 無色透明 殆んど無味 無臭  （2）遊離鉱酸 なL   

潮 水素イオン濃撃 5．90（ガラス電極）   

t4）比  重（摂氏15度における）1・0001  
（5）蒸発残摺物155．2（鉱水1キログラム中のミリグラム数）  
（6）含有成分及びその分量  

（本水1キログラム中に含有する分量）  

HzSiO3 38．36ミリグラム  通 計 116．40ミリグラム  
CO2  136．40ミリグラム  合 計 154．76ミリグラム  

総 計  291．16ミリグラム  

其の他 フェロイオン Fe‥ 遊離硫化水素HBS痕跡  

伍 泉  質 単純温泉（緩和性低張高温泉）  

Ⅲ 適応症及び禁忌症   

浴用の適応症 慢：生関節リウマチ、慢性筋肉リウマチ、神経痛、神経炎、骨及び関節等の運  

動器障害、外傷性障害の後療法、疲労回復   

浴用の禁忌症 心臓病の代償機能不全、高度の動脈硬化症、高血圧症、興奮型の神経症、急  
性皮膚病、悪性腫瘍（癌及び肉瞳等）、急性伝染病、肺結核  

飲用の適応症  

飲用の禁忌症  

分粁著  大分県衛生研究所技師  岡 義域  溝口 昇  

大分県衛生研究所  

－84一   

昭和31年ラ月5日  



衛研温牙16号  
温 泉 分 析  

源 泉 名 別府温泉（高崎温泉）  

ゆう出地 別府市大字鉄輪字向ノ原314の1（地獄楽々園内）  

申請者住所 別府市鉄輪字向ノ原  

氏名 高崎栖次   

l ゆう出地における調査及び試験或績（昭和31年4月9日）  

（1）ゆ う 出 量 毎分18立（動力なし、自然湧出及び噴気）  

（2）泉  温 摂氏 97．0度（調査順における気温 扱氏18．0度）  

（3）性  状 無色透明 臭味殆んどなし  

（4）水素イオン濃度（P．H．）8．2（比色）  （5）ラドン含有量  

Ⅱ 試験室における試験成績（昭和31年6月30日）  

（1）性  状 無色透明 臭味殆んどなし  （2）遊離鉱酸 なし  

（ム）水素イオン濃度 7．9（ガラス電極）  

（41比  重（摂氏15及における）1．0002  

lし）蒸発残溜物 785．4（鉱水1キログラム中のミリグラム数）  

（6）含東成分及びその分量  

（本水1キログラム中に含有する分量）  

ァニオントリグラム匪㌶  ミリグラム以㍑㍊lミ1姦「ル   

は
 
M
g
 
 

引 l 240．89l lO698【100．00】 計 】 ヰ36・68l lO・6981 100・00  

HBSiO3 84．50ミリグラム  通 計  677．57ミリグラム  

総 計  762．07ミリグラム 、  

其の他 フェロイオソ Fe‥、マンガンイオソ Mn‥、乱鉛イオン 血‥ 痕跡  

五 泉  質 単純温泉（綬相性低張高温泉）  

Ⅷ 適応症及び禁忌症   

浴用の適応症 慢性関節リウマチ、慢性筋肉リウマチ、神経痛、神経炎、骨及び関節等の運  
動器障害、外傷性障害の後療法、疲労回復  

浴用の禁忌症 心臓病の代償機能不全、高度の動脈乳化症、高血圧症、興奮型の神経症、急  
性皮膚病、悪性腫瘍（癌及び内陸等、、急性伝染病、肺結核  

飲用の適応症  

飲用の禁忌症  

分析者  大分県衛生研究所技師  岡 義成  溝口 昇  

大分県衛生研究所   昭和31年7月5日  

〆85－  



温  泉 分 析  
衛研温牙17号  

源 泉 名 直川鉱泉（直川泉）  
ゆう出地 南海部郡直川村大字赤木字中ツル1256の1  

申請者住所 南海部郡直川村大字赤木1288  

氏名 広瀬高則  

l ゆう出地紅海ける調査及び試験箕績（昭和31年4月13日）   

川 ゆ う 出 違 毎分 4立（動力なし、自然湧出）  
（2）泉  温 摂氏18．0度（調香時をこおける気温 摂氏23・0度）  

（3）性  状 無色泣明 硫化水素臭を有し、殆んど無味  
（4）水素イオン濃度（P．H．）7．4（比色）  （5）ラドン含有量  

訂 試演窒紅おける試験成績（昭和31年6月30日）  

（1）性  根 無色澄明 殆んど触味 触臭  仰 遊離鉱酸 なし  

（3）水素イオン濃度 7．75（ガラス電極）  

（4）比  重（摂氏15度における）1．0001  
（引 讃発残溜物 206．7（鉱水1キログラム中のミリグラム数）  

（6）含有・：分及びその分琶  

（本水1キロクラム中に含有する分冒）  

通 計 194．01ミリグラム  
合 計  213．25ミリグラム  

総 計  220．59ミリグラム  

打2SiOぎ 19．24ミリグラム  

CO笥  5．11ミリグラム  

E笈S  2．23ミリグラム  

其の他 アンモニウムイオン NH左 痕跡  

男 鹿  質 単純硫化水素泉（緊張性低張冷鉱泉）  

Ⅶ 適応症及び禁忌症   

浴用の適応症こ 心、臆弁軽症、慢性調節リウマチ、慢二生筋肉リウマチ、神経痛、神経炎、陳旧  
性梅毒叉ほ変性梅毒、殊に脊髄軌慢性金属Lll毒症、性性水銀中毒症又ほ慢  

性鉛中毒症等、糖尿病、慢性皮膚病、慢性婦人科疾患（慢性子宮内挟炎、附  
属器炎）   

浴用の禁忌症 すべての急性疾患、殊に急性熱性疾患、野性状態（結核及び悪性腫瘍等）、  

高度の心蹟病及び病勢進行中の疾虐  

政用の適応碇 常習二重秘、帽性関節リウマチ、慢性筋肉リウマチ、痛風、糖尿病、慢性金属  
弓」苗宜、神経痛、神経靡痺、慢性気管支カタル  

飲用の禁忌疲  

労折老  犬分県衛生研究所技師  同 義成  就口 昇  

大分県衛生研究所   昭和31年7月5日  
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衛研温牙20等  温 泉  分 析 吉   

源 泉 名 別府温泉（久野温泉）  
ゆう出地 別府市亀Jtt天神町2116の2  

申請者住所 別府市亀川天神町2116の2  

氏名 久野鉱業株式会社缶．府保養所  

Ⅰ ゆう出地における調査及び試験－ノこ践（昭和31年9月11日）  

（1）ゆ う 出 量 毎分18立（動力 なし）  
（2）泉  温 摂氏 97度（調査時における気温 摂氏26．5匿）  

（3）性  状 無色澄明 弱塩味  
（4）水素イオン濃度（P．H）7．2（試験紙）  （5）ラドン含有量  

Ⅰ 試験室における試験成績（昭和31年9月14日）  

（1）性  状 無色澄明 弱塩味  （21遊離鉱酸 なし  

（3）水素イオン濃度 7．0（硝子電極）  

（4）比  重（摂氏25故における）1．0028  
（5）蒸発残摺物 2980 （鉱水1キログラム中のミリグラム数）   

匝）含有成分及びその分量  

（本水1キログラム中に含有する分量）  

通 計  2952．04ミリグラム  

合 計  3147．04ミリグラム  
H9SiO8 195．00ミリグラム  
CO2  8．80ミリグラム  

総 計  3155．84ミリグラム  

其の他 マンガソイオン Mn‥ アンモニクムイオン：NH■4 痕跡  

Ⅱ 泉  質t）弱食塩泉（綬和性低張高温泉）  

Ⅷ 適応症及び禁忌症   

浴用の適応症 慢性関節リウマチ、慢性筋肉リウマチ、殊に腰痛、神経痛、殊に坐骨神経痛、  
神経炎、創傷、痛風、尿酸素質、慢性皮膚病   

浴用の禁忌症 すべての急性疾患、殊に急性熱性疾患、惟悼状態（結核及び悪性膵瘍等）、  
高度の心臓病及び病勢進行中の疾患   

飲用の適応症 悼性胃カタル、殊に胃酸減少症、胃腸アナニー、弛緩性便秘（温泉ならば冷  
却し用う）、貪血症、肥絆症、腺病質   

飲用の禁忌症 胃酸過多症、殊に冷食塩泉ほ禁忌である、胃潰瘍又ほ十二指腸潰瘍、腎臓炎、  
ネフローゼ、その他一般紅腎臓性浮腫、一般に浮腫のある患者  

吸入 療 法 適応症 慢性気管支カタル、咽喉カタル  
分析者 大分県衛生研究所技師 岡 義成 溝口 昇  

大分県衛生研究所   昭和32年3月2日  
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衝研温田9号  
温 泉 分 析  

源 泉 名 別府温泉（甲斐湯）  

ゆう出地 別府市大字別府北町上1931の4  

申請者住所 別府市大字別府北町上  

氏名 本村カツヨ  

Ⅰ ゆう山地における調査及び試韓咤臨（昭和31年9月12日）  

ゆ う 出：！ミ 毎分 1∠主立（動力 なし）  

泉  温 摂氏 58度（調査時における気温 摂氏26度）  
性  構 無色盲豊明 傲に収欽味  
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（5）ラドン含有罷  

（2）遊離鉱酸 なし  

水素イオン濃度（P．H・）6．6（試験紙）  

試験室における試験成績（唱和31年9月14日）  

牲  1美 醜色澄明 徽に収欽味  

水素イオン濃度 6．3（硝予電極）  

比  竜（摂氏25度における）1．0009  

蒸発残溜物 904．2（鉱水1キログラム中のミリグラム数）  

含有成分及びその分旨  

（本水1キログラム中に含有する分量）  

l  

－；・こ：いぃ 

鵬 
計 も  

通 計  940．82ミリグラム  

合 計 1085．02ミリグラム  

総 計 1274．78ミリグラム  

正負SiO3 145．20ミリグラム  

CO電   188．76ミリグラム  

其の他 メタ亜枇駿イオン AsO望一 痕跡  

取 泉  質 単純温泉（緩和性低張高温泉）  

Ⅲ 適応症及び禁忌症   

浴用の適応症 慢性関節リウマチ、慢性筋肉リウマチ、神経痛、神経炎、骨及び関節等の運  
動器障害、外傷性障害の後療法、疲労回復   

浴用の禁忌症 心臓病の代償機能不全、高度の動脈硬化症、高血圧症、興奮型の神経症、急  
性皮膚病、藩性脛瘍（癌及び肉匝等）、急性伝染病、肺結核  

飲用の適応症  

飲用の禁忌症  

別斤著 大分県衛生研究所技師 同 義成 溝口 昇  

大分県衛生研究所   昭和32年3月2日  
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衛研温矛18号  
温 泉 分 析 書   

源 泉 名 別府温泉（小野田温泉）  

ゆう出地 別府市大字亀川字天神町2145の6  

申請者住所 大分県津久見市下青江  

氏名 小野田セメント株式会社津久見工場 工場長 増田英一  

Ⅰ ゆう出地における調査及び試験成績（昭和31年9月12日）  

（1）ゆ う 出 量 毎分 3．6立（動力 なL）  
（2）  温 摂氏 81度（調香時における気温 摂氏28・5度）  

（3）性  状 無色澄明 塩味を有す  

（4）水素イオン濃度（P．H．）5．8（試験紙）  

Ⅰ 試験室における試験成績（昭和31年9月14日）  

（1）性  状 無色澄明 塩味  
（3）水素イオン濃度 6．4（硝子電極）  

（4）比  重（摂氏25度における）1．0029  
（5）蒸発残溜物 3558（鉱水1キログラム中のミリグラム数）   

樽）含有成分及びその分量  

（本水1キログラム中佐含有する分量）  

（5）ラドン含有量  

（21遊離鉱酸 なし  

H五SiO3 278．20ミリグラム  

COB  26．40ミリグラム  

通 計  3306．28ミリグラム  

合 計  3584．48ミリグラム  

総 計  3610．88ミリグラム  

其の他 ヒドロ憐酸イオン HPO4，，痕跡  

m 泉  質 弱食塩泉（綬和性低張高温泉）  

Ⅲ 適応症及び禁忌症   

浴用の適応症 慢性関節リウマチ、慢性筋肉リウマチ、殊に腰痛、神経痛、殊に坐骨神経痛、  
神経炎、創傷、痛風、尿酸素質、慢性皮膚病   

浴用の禁忌症 すべての急性疾患、殊紅急性熱性疾患、憮枠状態（結核及び悪性睦瘍等）、  

高度の心臓病及び病勢進行中の疾患   

飲用の適応症 慢性胃カタル、殊に胃酸減少症、胃アトニ←、弛緩性便秘（温泉ならば冷却  

して用う）、貧血症、肥肝症、腺病質   

飲用の禁忌症 胃酸過多症（殊に冷食塩泉の飲用ほ禁忌である）、胃潰瘍又ほ十二指腸潰瘍、  

腎臓炎、ネプロ←ゼ、その他一般に腎臓性浮腫、一般に浮腫のある患者  

吸入 療 法 適応症 慢性気管支カタル、咽喉カタル  

分析者  大分県衛生研究所技師  岡 養成 溝口 昇  

昭和32年3月2日  大分県衛生研究所   
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簡研温牙25号  
温 泉 分 析 書   

源 泉 名 別府温泉（富士銀行別府寮温泉）  
ゆう出地 別府市大字亀川字天神町2157の2  

申請者住所 別府市大字亀川字人神町2157の2  

氏名 富士鈍行別府寮 千田貞徳  

Ⅰ ゆう出地における調査及び試験成績（昭和31年9月11日）  

（1）ゆ う 出 量 毎分10．8立（動プ」なし）  

（21泉  混］‡モ氏 55．5度（調査時における気温 担氏27度）  

（3）性  1大 飯色澄明 時間的経過により着色  
（4）水素イオン濃度（P．軋）5．8（試験紙）  （5）ラドン含有量  

Ⅱ 試験室における試験最績（略和31年9月14日）  

（1）性  状 茶褐色の沈澱  （2）遊離鉱酸 なし  

（3）水素イオソ濃度 5．沌（硝子電極）  

（4）比  重 t摂氏25皮における）1．0024   
掩）蒸発残溜物 3303 （鉱水1キログラム中のミリグラム数）  
（6）含有成分及びその分量  

（本水1キログラム巾に含有する分量）  

」  
！ミリバー′レ  

．又ほミリモル  ㍊㍍㌶lミ1姦「ル  ミリグラム   アニオン  

1919．461 50．5191 100．00  計 11168．371 50・519  

通 計  3087．83ミリグラム  

合 計  3357．45ミリグラム  

H2SiO∂  269．62ミリグラム  

CO旦  211．20ミリクラム  

総 計  3568．65ミリグラム  

其の他 ヒドロ隊陛イオン HPO4））痕跡  

祖 泉  質 弱食塩泉（緩和性低張高温泉）  

Ⅶ 適応症及び禁忌症   

浴用の適応症 慢性関節リウマチ、慢性筋肉リウマチ、殊に腰痛、神経痛、殊に坐骨神経痛  
神経炎、創傷、痛風、尿酸素質、慢性皮膚病   

浴用の禁忌症 すべての急性疾患、殊に急性熱性疾患、惟悼状態（結核及び悪性腫瘍等）、  

高度の心臓病及び病勢進行中の疾患   

飲用の適応症 慢性胃カタル、殊に胃酸減少症、胃アトニー、弛緩性便秘（温泉ならば冷却  

し用う）、負血症、肥肝症、腺病質   
飲用の禁忌症 胃酸過多症、殊に冷食塩泉の飲用ほ禁忌である 、胃潰瘍又ほ十二指腸潰瘍、  

腎臓炎、ネフローゼ、その他一般に腎臓性浮腫、一般に浮臆のある疾患  
吸入 療 法 適応症 慢性気管支カタル、眠喉カタル  

分析者  大分県衛生研究所技師  同 義成  溝 口昇  

大分県衛生研究所   昭和32年3月2日  
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衛研温矛24号  
温 泉 分 析 書   

源 泉 名 別府温泉（二鉄温泉）  

ゆう出地 別府市大字北石垣字駒ケ沢380の1  

申請者住所 別府市大字北石垣字駒ケ沢380の1  

氏名 日鉄鉱業二瀬健康保鍵組合 理事長 脊坂正純  

Ⅰ ゆう出地における調査及び試論成績（昭和31年9月12日）  

（1）ゆ う 出 量 毎分 4立（効力 なし）  
（2）泉  温 摂氏 73．8度（調査時における気温 摂氏26．2度）  

（3）性  状 無色澄明 徴に塩味を有す  
（4）水素イオン濃度（P．H．）7．5（試鹸練）  （5）ラドン含有量  

Ⅰ 試験室における試験成績（日召和31年9月14日）  

（1）性  状 無色澄明 故に塩味を存す  （21遊離鉱敵 なし  
（3）水素イオン濃度 7．3（硝子電極）  

（4）比  重（狼氏25直における）1．0016  

（5）煮発残溜物1752 （鉱水1キログラム中のミリグラム数）  
（6）含有成分及びその分量  

（本水1キログラム中に含有する分量）  

H2SiO3 179．14ミリグラム  

CO2  17．60ミリグラム  

通 計 1763．84ミリグラム  

合 計 1942．98ミリグラム  

総 計 1960．58ミリグラム  

其の他 ヒドロ憐酸イオン HPO皇＝ 痕跡  

l 泉  質 弱食塩泉（緩和性低張高温泉）  

Ⅷ 適応症及び禁忌症  

浴用の適応症 怯性関節リウマチ、慢性筋肉リウマチ、殊に腰痛、神経痛、坐骨神経痛、神  

経炎、創傷、痛風、尿酸素質、慢性皮膚病  

浴用の禁忌症 すべての急性疾患、殊に急性熱性疾患、樵悼状態（結核及び悪性腫瘍等）、  

高度の心臓病及び病零進行中の疾患  

飲用の適応症 慢性胃カタル、殊に胃酸減少症、胃アトニー、弛緩性便秘（温泉ならば冷却  
し用う）、貧血症、肥膵症、晩病質  

飲用の禁忌症 胃酸過多症、殊に冷食塩泉の飲用ほ禁忌である、胃潰瘍又ほ十二指腸潰瘍、  

腎臓炎、ネフローゼ、その他一般に腎臓性浮睦、一般匿浮腫のある患者  
吸入 療 法 適応症 慢性気管支カタル、咽喉カタル  

分析者  大分県衛生研究所技師  同 義成  溝口 昇  

大分県衛生研究所   昭和32年3月2日  
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衛研温矛23弓  
温 泉 分 析  

源 泉 名 別府温泉（住友温泉）  

ゆう出地 別府市大字北石宙字椋ケ坂42の6  
申請者住所 別府市大字北石垣字椋ケ坂42の6  

氏名 住友金属小倉製鉄健康保険組合 別府保養所 岩間与佐  

l ゆう出地における調査及び試験成績（昭和31年9月11日）  

（1）ゆ う 出 量 毎分  立（動力 なし）  
（2）泉  温 摂氏 99．5度（調査時における気温 摂氏27度）  

（3）性  状 無色澄明 微に塩味  
（4）水素イオン濃度（P．It）7．4（試験紙）  15）ラドン含有量  

甘 試験室忙おける試験成績（略和31年9月14日）  

（1）性  〕犬 無色澄明 徽に塩味  （2）遊離鉱敵 なし  

（3）水素イオン濃度 7．78（硝子電極）  

（4）比  重（摂氏25度における）1．0032  
（5）蒸発残摺物 4455．2 （鉱水1キログラム中のミリグラム数）  
（6）含有咲分及びその分量  

（本水1キログラム中に含有する分量）  

H2SiO∂  439．40ミリグラム  

CO包  6．60ミリグラム  

通 計  4107．60ミリグラム  

合 計   4547．00ミリグラム  
総 計  4553．60ミリグラム  

其の他  

Ⅲ 泉  質 弱食塩泉（綬和性低張高温泉）  

恨 適応症及び禁忌症   

浴用の適応症 慢性関節リウマチ、極性筋肉リウマチ、創殊に腰痛、神経痛、殊に坐骨神経痛、  

神経炎、創傷、痛風、尿酸素質、慢性皮膚病   
浴用の禁忌症 すべての急性疾患、殊転急性熱性疾患、憶悼状態（結核及び悪性腫瘍等）、  

高度の心臓病及び病勢進行中の疾患   

飲用の適応症 慢性胃カタル、殊に胃酸減少症、胃アトニー、弛綬性便秘（温泉ならば冷却  

し用う）、貧血症、肥肝症、晩病質   

飲用の禁忌症 胃酸過多症、殊匿冷食塩泉の飲用ほ禁忌である、胃潰瘍又は十二指腸潰瘍、  

腎臓炎、ネフローゼ、その他一般に腎臓性浮膵、一一般に浮腫のある患者  

吸入 療 法 適応症 慢性気管支カタル、咽喉カタル  

分析者  大分県衛生研究所技師  同 義成  溝口 昇  

大分県衛生研究所   昭和32年3月2日  

－92一一  



衛研温牙22号  
温 泉 分 析 苔   

源 泉 名 別府温泉（安川温泉〕  
ゆう山地 別府市北石垣汐湯333の3番地  

申請者住所 別府市北石垣汐渉333の3  

氏名 安川電機別府保養所  

Ⅰ ゆう出地における調香及び試験－ワ続（昭和31咋9月11日）  

l （1）ゆ う 出 量 毎分 37．6立（動力 なし）  
（2）泉  温＋摂氏 79度（調薬暗における気温 摂氏2ii度）  

（3）性  状 徽に黄色を帯び微に腐敗臭を有す  

（4）水素イオン濃度（P．H．）7．1（試験紙）  

Ⅱ 試験室における試験棟績（昭和31年9月141」）  

（1）性  可美 無色澄明 徽に擁蝕共  
（3）水素イオン濃度 6．9（硝子電極）  

（4）比  重・摂氏25度における）1．0014  
（5）蒸発残敵物1240（鉱水1キログラム巾のミリグラム数）  

（6）含有成分及びその分量  

（本水1キログラム中に含有する分量）  

（5）ラドン含有量  

（2）遊離鉱酸 なし  

通 計 1201．19ミリグラム  

合 計 1368．63ミリグラム  

H3SiO3 167．44ミリグラム  

CO2  13．20ミリグラム  

総 計 1381．83ミリグラム  
共の他 ヒドロ憐酸イオン：HPO4｝，痕跡 腐蝕微量  

阻 泉  質 含重曹食塩泉（緩和性低張高温泉）  

Ⅶ 適応症及び禁忌症  

浴用の適応症 慢性関節リウマチ、慢性筋肉リウマチ、創傷、火傷、慢性皮膚病、慢性婦人  

科疾患（慢性子宮内膜炎、慢性附属器炎）  
料†jの禁忌症 すべての急性疾患、殊に急性熱性疾患、惟枠状態（結核及び悪性腫瘍等）、  

高度の心臓病及び病勢進行中の疾患等   

飲用の適応症 慢性胃カタル、胃弛緩症（胃アトニー）、肥肝症、熱射病、殊にその予防  
飲用の禁忌症 腎臓炎及びネフローゼ、浮腫のある場合  

吸入 療 法 適応症 慢性気管支カタル、咽喉カタル  

分析者 大分県衛生研究所技師  岡 義成 溝口 昇  

大分県衛生研究所  

一 93－   

昭和32年3月2日  



衛研温矛28弓  
温 泉 分 析 書  

源 泉 名 別府温泉（才四明泉）  

ゆう出地 別府市大字別府北町下818の333  

申請者住所 別府市北浜 花菱ホテル  

氏名 児玉房雄  

Ⅰ ゆう出地における調香及か試転成績（昭和31年9月12日）  

（1）ゆ う 出 冠 侮分18立（動力 なし）  
（2）泉  温 摂氏 57度（調査時における気温 摂氏26度）  

（3）性  状 無色澄明 重曹様の味を有す  
（4）水素イオソ濃度（P．n．）7．4（試験紙）  （5）ラドン含有吊  

Ⅰ 試験宅における試験成績（昭和31年9月14日）  

（1）作  状 無色澄明 共褐沈澱あり、重曹味を有す （2）遊離鉱酸 なし  
（3）水素イオン濃度 7．0（硝子電極）  

（4）比  重（摂氏25度における）1・0013  
（5）蒸発残渦物1346（鉱水1キログラム巾のミリグラム数）  
（6）含育成分及びその分量  

（本水1キログラム中に含有する分昂）  

ミリバール  

又はミリモル  ミリ バール ヌほミリモル  ミリグラム  アニオン  ミリグラム  カチオン  

計 l 474．82】 22・760】 100・00  1195．601 22．7601 100．00  

通 計 1670．42ミリグラム  

合 計  185・1．50ミリグラム  

HBSiO3 184．08ミリグラム  

CO2  57．20ミリグラム  

総 計 1911．70ミリグラム  
其の他  

m 泉  質 合食塩土類重曹呆（緩和性低張高温泉）  

Ⅲ 適応症及び禁忌症、   

浴用の適応症 ヒステリ「及び神経衰弱、殊に頭部充血の傾向あるもの、創傷、慢性皮膚病、  

慢性婦人科疾患（慢性子宮内股炎、慢性附属器炎）、慢性関節リウマチ、神  

経痛、神経炎   
浴用の禁忌症 腎臓炎及びネフローゼ、心臓性又は腎臓性浮腫   

飲用の適応症 慢性胃腸カタル、胃酸過多症、肝臓病（肝炎）と胆道の慢性炎症、糖尿病、  

痛風及び尿酸素質、肥杵症、腎臓結石又ほ勝胱結石、殊に尿酸結石、慢性腎  
孟炎、慢性膀胱カタル、熱射病、殊にその予防に有効  

飲用の禁忌症 腎臓炎及びネフローゼ、心臓性又ほ腎臓性浮腫  

吸入 療 法 適応症 慢性気管支カタル、咽喉カタル  
禁忌症 肺結核、肋膜炎  

分析者  大分県衛生研究所技師  同 義成  溝口 昇  

大分県衛生研究所  

－94－   

昭和32年3月2日  



衛研温矛27号  温 泉 分 析 書   

源 泉 名 別府温泉（天女泉）  
ゆう出地 別府市大字別府北町下818の297  
申請者住所 別府市1ヒ浜 花菱ホテル  

氏名 児玉房雄  

Ⅰ ゆう出地における調査及び試験成績（昭和31年9月12日）  

（1）ゆ う 出 昼 毎分 32立（動力 なし）  
（2）泉  温 摂氏 54度（調査時における気温 j貧民26度）  

（3）性  状 無色澄明 重曹様の昧  

（4）水素イオン濃度（P．甘．）7．2（試験紙）  （5）ラドン含有量  

Ⅰ 試験完における討験華績（昭和31日三9月14日）  

（1）性  状 無色澄明 茶褐沈殿、重曹様の昧  （2）遊離鉱酸なし  

13）水素イオン濃度 6．8（硝子電極）  

（4）比  重（摂氏25度における）1．0013  
（5）蒸発残溜物13〔6 （鉱水1キログラム中のミリグラム数）  
（6）含有成分及びその分量  

（本水1キログラム中に含有する分量）  

通 計 1722．08ミリグラム  

合 計 1873．40ミリグラム  

H2SiO3 151．32ミリグラム  

CO男  39．60ミリグラム  

其の他 マソガンイオン：Mn＝ 痕跡  総 計 1913．00ミリグラム  

Ⅱ 泉  質 合食塩土類重曹泉（緩和性低張高温泉）  

Ⅲ 適応症及び禁忌症  

浴用の適応症 ヒステリー及び神経衰弱、殊に頭部充血の傾向あるもの、創傷、火傷、慢性  
皮膚病、慢性婦人科疾患（慢性子宮内瞑炎、慢性附属器炎）、慢性関節リウ  

マチ、神経痛、神経炎  
浴用の禁忌症 腎臓及びネフローゼ、心臓性又ほ腎臓性浮腫  

飲用の適応症 慢性胃腸カタル、胃酸過多症（冷重曹泉ほ之を加温して飲用する）、肝臓病  

（肝炎）と胆道の患性炎症、糖尿病、痛風及び尿酸素質、肥肝症、腎臓結石  

又ほ膀胱結石、殊に尿酸結石、慢性腎孟炎、慢性膀朕カタル、熱射病、殊に  
その予防に有効  

飲用の禁忌症 腎臓炎及びネフローゼ、心臓性又ほ腎臓性浮腫   

吸入 標法 適応症 慢性気管支カタノレ、咽喉カタル  

禁忌症 肺結核、肋膜炎  

分析者  大分県衛生研究所技師  岡 義成  溝口 昇  

大分県衛生研究所   昭和32年3月2日  

ー95 一  



衛研削′31弓  
温 泉 分 析  

源 泉 ヱ セ里田温泉（御前湯）  

ゆう出地 前人郡久住都町大字首氏3913  

頼長■tf右往所 直入郡久住都町大字有氏  

氏名 七学田温泉組合 成安田守  

Ⅰ ゆう山地における調査及び討放球績（昭和31年11月6日）   

川 ゆ う 出 罷 毎分 約6立（動力 なし）  
（21泉  温 摂氏 38度し調査時における気温 摂氏18度）  
（3）性  状＋無色静明 炭酸味を有し無臭  

（4）水素イオン濃度（P．H．）6．6（比色法）  （5）ラドン含有量  

Ⅶ 試娘主における試験晶績（昭利31年12月1日）   

り）性  状 褐色の沈漬少量 無臭  （2）遊離鏡酸 なし  

（3）水素イオン渋皮 7．1（ガラス電極）‾  

（4）比  吏（摂氏25度における）1．0010  
（l）】妄≒発柁手摺物 2584．0 （鉱水1キログラム「l］のミリグラム数）  

（6）含有漬分及びその分量  

（本水1キログラム中に含有する分量）  

100・001計  計；838・89l46・109  2444．731 46．109」 100．00  

通 計  3283．62ミリグラム  

合 計  3469．26ミリグラム  

H2SiO3 185．64ミリグラム  

CO2  785．23ミリグラム  

総 計  4254．49ミリグラム  

其の他アンモニウムイオンNH．1・アルミニクムイオンAl…メタ亜枇酸イオンAsOa’  

痕跡  

温 泉  質 含芭硝重炭酸土類泉（騒和性低張温泉）  

Ⅲ 適応症及び禁忌症   

浴用の適応症 慢性関節リウマチ、慢性筋肉リウマチ、痛風、慢性皮膚病殊に慢性湿疹鱗、層  
疹痔疹、無力性潰瘍、、アレルギ←性疾患殊にアレルギ「性皮膚炎、神経麻痺   

俗用の禁忌症 すべての急性疾患殊に急性熟性疾患、憮件状態（結核及び悪性腫瘍等）、高  

度の，L臓病及び病考進行中の疾患   

飲用の適応症 痛風、尿酸素質、尿酸結巨、慢性腎孟炎、慢性膀胱カタル、慢性胃カタル殊  
に胃酸過多を伴うもの、慢性腸カタル、慢性下味、伯倭病、アレルギー性疾  
患、痙攣惟体質殊にテタニ←、慢性気管支カタル  

飲用の禁忌症  

分析者  大分県衛生研究所技師  同 義成  溝 口昇  

大分県衛生研究所  

－ 96 －   

昭和32年4月4［1  



衛研温祁咽  
温 泉 分 析 書  

源 泉 名 七璧田温泉（地僧湯）  
ゆう出地 直入郡久住都町大字有氏4059  

申請者住所 直入郡久住都町大字有氏  

氏名 七里I甘温泉組合 成安田守  

l ゆう出地における調査及び試験責続（昭和31年11月6日）  

（1）ゆ う 出 量 侮分 約13在（動力 なし）  

（2）泉  温 摂氏 3ボ度（調査時における気温 4ヱと氏18度）  

（3）性  状 無色澄明 炭酸味を有し無臭  
（4）水素イオン濃度（P．H．）6．4（比色法）  瑚 ラドン含有量  

Ⅱ 試験室における試験ぷ績（l軋和31咋12月1日）  

（1）性  状 褐色の沈子責少量 無臭  【21遊離鉱酸 なし  

（3）水素イオン濃度 7．1（ガラス電極）  

（4）比  重（摂氏25度における）1．0010  

（5）蒸発残溜物 2556．0 （鉱水1キログラム中のミリグラム放）  
（6）含有成分及びその分量  

（木水1キログラム巾に含有する分星）  

∴ト∴：：∴  ミリグラム郎㌫苛瑞㌃  カチオソ  ミリグラム   アニオン   

計 】 857．21盲  47．177】 100．001 計 l2509．01l 47．177l lOO．00  

H望SiO3 185．38ミリグラム  通 計  3366．22ミリグラム  

CO2  873．93ミリグラム  合 計  3551．60ミリグラム  
総 計  4425．53ミリグラム  

其の他アンモニウムイオンNHl■フ’ルミニウムイオソAl‥■ メタ亜枇敵イオンAsO望’  

痕跡  

質 含芭硝垂炭酸土類泉（緩和性低張温泉）  凪 泉  

Ⅶ 適応症及び禁忌症   

浴用の適応症 慢牲関節リウマチ、慢性筋肉リウマチ、痛風、隕性皮膚病殊に慢性湿疹、鱗  
屑疹樺疹、無力性潰瘍、アレルギー性疾患、殊にアレルギー性皮膚炎、神経  
麻痺   

浴用の禁忌症 すべての急性疾患、殊に急性熱性疾患、憺枠状態（結核及び悪性腫瘍等）、  
高度の心臓病及び病勢進行中の疾患  

飲用の適応症 痛風、尿酸素質、尿酸結石、慢性腎孟炎、慢性膀胱カタル、慢性胃カタル殊  

匹胃酸過多を伴うもの、慢性腸カタル、慢性F妬、伯陵栢、アレルギー性疾  
患、痙攣性住質殊にチタニー、慢性気管支カタル  

飲用の禁忌症  

分析者  大分県衛生研究所技師  同 義眈  溝口 昇  

大分県衛生研究所   昭和32年4月4日  

ー97 日  



温 泉 分 析  
衛研温矛29弓  

源 泉 名 別府温泉（霞園引湯用）  
ゆう出地 別府市鉄翰字向原289の3  

申請者住所 別府帝大字別府2217の5  

氏名 堀Jtlレゾヨ  

t ゆう出地における調査及び試敏成績（耶和31年9月11日ノ  

（1）ゆ う 出 量 時分  立（動力  ）  

温 摂氏 83達（調査時における気温 摂氏27使）  

状 鈍色澄明 故に塩味  
真
性
 
 

f2）  
（3）  

（5）ラドン含有量   

は1遊離鉱酸 なし  

（4）水素イオン濃度（P．H・）3・8（試験紙）  

荘 試額宅における試験成績（昭和31年9月1柑）  

（1）性  状 無色澄明 故に塩味  
（3）水素イオソ濃度 3．7（ガラス電極）  

（4）比  重（摂氏25度における）1・0020   
糾 蒸発残溜物 2j5t （鉱水1キログラムのミリグラム数）  
（6）含有・ノ〔分点びその分量  

（本水1キログラム中に含有する分量）  

ミリバール；ミリバ・ 叉ほミリモルl（％） バ▲－ル；ミリバー 

ル  ミリグラム  アニオシ′  カチオソ皇 ミリグラム  

100．001 計 11226．59 t  33．575l lOO．00  計 1 793．861 33・575  

通 計  2060．45ミリグラム  

令 計  2438．75ミリグラム  

総 計  2460．75ミリグラム  

アルミニウムイオンAl●‥ ヒドロ隣酸イオンHPO4＝  

HBSiO5 378．30ミリグラム  

CO2  22．00ミリグラム   

具の他 マンガンイオンMll‥  

痕跡  

取 泉  質′）弱食塩泉（緩和性低弱高温泉）  

Ⅲ 適応症及び禁忌症  

浴用の適応症 慢性関節リウマチ、慢性筋肉リウマチ殊に腰痛、神経痛殊に坐骨神経痛、神  

経炎、創傷、痛風、尿酸素質、慢性皮膚病  
浴用の禁忌症 すべての急性疾患殊に急性熱性疾患、憮悼状態（結核及び悪性腫瘍等）高度  

の心臓病及び病撃進行中の疾患   

飲用の適応症 慮性胃カタル殊に胃酸減少症、胃アトニr、弛緩性便秘（温泉ならば冷却し  

用う）貧血症、肥肝症、晩病質  
飲用の禁忌症 胃酸過多症殊に冷食温泉の飲用ほ禁忌である。胃潰瘍又ほ十二指腸潰瘍、腎  

臓炎、ネフローゼ、その他一般に腎臓性浮腫、一般に浮腱のある患者  
吸入 療 法 適応症 慢性気管支カタル、咽喉カタル  

分析者  大分県衛生研究所技師  岡 義成  港口 昇  

大分県衛生研究所   昭和32年3月2日  

一 98・－  



衝研温オ26号  温 泉 分 析 書   

源 泉 名 別府温泉（海浜ホテル温泉）  

ゆ・う出地 別府市北石垣際堅沢辞804の1  

申請者住所 別府市lヒ石垣肝置沢津  

氏名 菅沼寛蔵  

Ⅰ ゆう出地匿おける調査及び試験成績（昭和31年9月11日）  

（1）ゆ う 出 量 毎分 立（動力 なし）  
（21泉  温 摂氏 61度し調査時匿おける気温 摂氏36．5度）  

（3）性  状 無色澄明 弱塩味を有す  

（5）ラドン含有量  

（21遊馳鏡敢 なし  

（4）水素イヌ‾ソ濃度（P．H．）7．3（試験紙）  

Ⅰ 試験室における試験成績（昭和31年9月14日）  

（1）性  状 無色澄明 故に塩味  
（3）水素イオン濃度 6．9（ガラス電極）  

（4）比  重（摂氏25度における）1．0021  

（5）蒸発残樹物 2326（鉱水1キログラム中のミリグラム数）  

（6）含有成分及びその分量  

（本水1キログラム中に含有する分量）  

計Ⅰ820・20l36・365llOO・00l  1413．971 36．3651 100．00  

通 計  2234．17ミリグラム  

合 計  2434．63ミリグラム  
総 計  2454．63ミリグラム  

仔BSiO3  200．46ミリグラム  

CO3  22．00ミリグラム  

其のイ也 マンガンイオン Mn‥ 痕跡  

Ⅱ 泉  質 弱食泉塩（綬和性低張高温泉）  

町適応症及び禁忌症   

浴用の適応症 慢性関節リウマチ、慢性筋肉リウマチ殊に腰痛、神経痛殊忙坐骨神経痛、神  
経炎、創傷、痛風、尿酸素質、慢性皮膚病   

俗用の禁忌症 すべての急性疾患殊に急性熟瞳疾患、恰枠状態（結核及び悪性腫瘍等）、高  
度の′亡臓病及び病勢進行中の疾患等  

飲用の適応症 慢性胃カタル殊に胃酸減少症、胃アナニ←、弛緩性便秘（温泉ならば冷却し  

て飲用する）貧血症、肥陣症、腺病質  

飲用の禁忌痘 胃酸過多症、殊に冷食塩長の飲用ほ 禁忌である、胃潰瘍又は十二指腸漬腸、  
腎臓炎、ネフロ「ゼその他一般に腎臓性浮腫、一般に浮腫のある患者  

吸入 療 法 適応症 慢性気管支カタル、咽喉カタル  

分析者  大分県衛生研究所技師  岡 養成  溝口 昇  

昭和32年3月2日  大分県衛生研究所   
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衛研温那1弓‾  
温 泉 分 析  

源 泉 名 別府温泉（尭清泉）  

ゆう出地 別府市亀川北別府1894  

申請者住所 別府市亀川北別府1894  

氏名 非現業共済組合連合会 別府保養所  

l ゆう出地における調査及び鼓験咲蹟（昭和31年9月11日）   

川 ゆ う 出 量 毎分 36立（動力 なし）  

（2）泉  温 棋氏 63度（調査時における気温 摂氏27皮）  

（3）性  状 無色澄明 無味 無臭  
（4）水素イオン濃度（P．H．）7．1（（試験紙）  

Ⅱ 試験室における試験成績（昭和31年9月14日）  

（1）性  状 無色澄明 無味 無臭  
（3）水素イオン濃度 6．9（ガラス電極）  

（4）比  重（jきと氏25度における）1．0013  

（5）蒸発残溜物1125（鉱水1キログラム巾のミリグラム数）  

（6）合萄域分及びその分量  

（本水1キログラム中に含有する分量）  

（5）ラドン含有量  

（2）遊離鉱酸 なし  

アニオンlミリグラム  

計 l 352．糾l15・748  670．491 15．7481 100．00  

H3SiO8 196．30ミリグラム  

CO2  17．60ミリグラム  

通 計 1023．33ミリグラム  

合 計 1219．63ミリグラム  

総 計 1237．23ミリグラム  

其の他 ヒドロ憐酸イオソ HPO4＝ 痕跡  

取 泉  質 弱食塩泉（緩和性低張高温泉）  

Ⅲ 適応症及び禁忌症  

浴用の適応症 慢性関節リウマチ、慢性筋肉リウマチ殊に腰痛、神経痛殊に坐骨神経痛、神  

経炎、創傷、痛風、尿酸素質．慢性皮膚病   

浴用の禁忌症 すべての急性疾患殊に急性熱性疾患、悍件状態（結核及び悪性腫瘍等）高度  

の心臓病及び病勢進行中の疾患  

飲用の適応症 慢性胃カタル殊に胃酸減少症、胃アトニー、弛緩症便秘（温泉ならば冷却し  

用う）貧血症、肥肝症、腺病質   

飲用の禁忌症 胃酸過多症、殊に冷食塩泉の飲悶ほ禁忌である。胃潰瘍又ほ十二指腸潰瘍、  

腎臓炎、ネプロ←ゼその他一般に腎臓性浮陸、一般に浮睦のある患者  

吸入 療 法 適応症 慢性気管支カタル、咽喉カタル  

分析者  大分県衛生研究所技師  岡義成  溝口 昇  

大分県衛生研究所   昭和32年3月2日  
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別府市膚七十才以上高令者にづいての  

泉俗調査  

九州大学温泉治療学研究所 副 手 鈴  木  和  彦  

専政生 北  新  藤  市   

1．緒  

近年、わが国民の平均寿命ほ約10年の伸長を示し、その一部は乳幼児死亡の減少に負うが、人  

口の老年化ほ事案であり、これが生命保険をほじめあらゆる社会面忙変化を及ぼしつつある。先  

に著者のノ人北新は別府市並びに大分市の人口構成と死亡統計とを比較検討し、別府市が大分市  

に比し、青少年の死亡が少いことと、比較的老年化とを認めた。これほ別府市が温泉都市であり、  

泉浴の影響が考えられたが、更に人口の老年化の関係を詳細脛知るため、本市在住70才以上の高  

令者につきアングー下用往復葉書によって、泉浴の情況を調査した。   

2．調査方法並びに調査項目   

別府市社会課、各地区民生委員調査原簿によれは、本市在住70才以上高令者ほ2．968名である  

が、住所其他記載事項不充分のものが若干名あり、2．861名にアンケー†用往復兵書を発送し、  

昭和31年8月31日迄に1．863名の返信者を得た。返信率ほ65．11％でこの種調査としてほ可成り良  

好な成績と思われる。調査項目ほ、（1）別府市内在住期間、（2）主なる利用温泉名、（31入浴回数、（4）  

1回の入浴時間、㈲入浴温度、（6）現在の健康状態及び現在膵患疾患名の各項目である。   

3．調査成績並びに考察   

返信者の人口構成を見ると90才以上7名、85才～89才32名、80才～84才174名、75才～79才525  

名、70才～74才1．125名である。  

（1）別府市内在住期間：第Ⅰ表に示す様檻5年以内、男4．33％、女5．42％に過ぎず、10年以上   

牙Ⅰ表  別 府 市 内 在 住 期 間  
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男82．06％、女80．13％で8割以上が長期在住者で、泉浴利用者であるのセi‾返信着金部を調査統  

計の対称とした。   

（2）入浴回数：第Ⅱ表に示す様に1日1回入浴と返答したものが過半数をしめ（男54．24％、女  

57．38％）、次いで1日2回以上が男P9．亜％、女23．29％、1過2回のものほ男3．80％、女2．87％、隔  

日のものほ男8．88％、女11．59％、1遇1回とそれ以下のものは、それぞれ男2．63％、1．62％、女  

2．87％、0．89％で、過2回以上を泉浴常習者と見ると高令者の96％がこれとみなされる。叉、年  

令別に見ると90才以上高令者4名については1日2回以上入洛が2名、1日1回入浴が1名、隔日入浴  

が1名である。又85才′・・′89才忙ついてほ33名中、1日2回入洛が9名（27．27％）、1日1回入浴ほ18名   

（54．54％）、それ以下が5名（15．15％）で、70才以上全数の入浴回数を比較して、1日1～2回の  

泉洛者が却って長寿とほいい得なレ叫こしても、入洛回数匿よる悪影響を認め得ない。  

入  浴  回  数  牙∬表  

‾ 

－ 

＿ 

二 

（3）1回の入浴時間：これは脱衣より着衣迄の時間も含まれ、真の入浴時間ほその約半分程度  

かと考えられる。   

欝Ⅱ表によると1回の入浴時間ほ10分間以内のもの男13．93％、女9．37％、10分～20分間では  

男51．58％、女47．85％、20分～30分間ほ男24．44％、女30．80％、30分間以上入浴者ほ男10．02  

％、女11．86％を示し、予想外に民湯惟少ない。又10分間以内即ち、泉洛時間5分間程産も1割  

位匠過ぎない。この泉浴時間ほ前述した入浴回数の様な習慣性ほなく、むしろ季節や身体条件忙  

左右されるところが多いであろう。  
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牙町表  1回 の 入 浴 時■ 間  

男  女  男  

女  

計  ≧謂！1ふ冨内    10′・・・20分   20一・30分   30分以上  計  1回 10分以内  10†・20分  20－・30分  30分以上  計   

桝。lゥ6l281l128l。9‡53。          6。l261llウ6l6。l563      1097   
桝9 l26llllも 54l22l21。          23】152l9。l。5l。。3      516   
8。～84ll。l26】15llll62  7  

85＿89 l ll4l llI 。l8  1l15t  81 汀二      37   

9。” I ll D I 。l。ll  01 31 .1 。13      4   

計   114   422   200  82  818  94  4BO  ▲（3。．芸，！（11．㌶，   1．003  1，821    （13・93％）．（51・58％）▲（24・44％）．（10・02％）        （9・37％）一（47・85％）   
（4）入浴温匿：入浴温度龍返答を容易にし得るためにクあっ湯ククぬる湯クの二種の返答を求  

めた0第Ⅳ表によればこの項目の返答者数ほ1・480名であり、クあっ湯クを好む者、男38．25％、  

女47・44％、クぬる湯クを好む者、男61・75％、女52・56％で、男でほ推計的優位差をもってクぬる  

湯クを好む者が多い0年令層別考案によれば90才以上4名ほ全部クぬる湯クと返答している。さ  

ら匿女85才～89才に串ける18名中、11名が、文男80才一84才における52名中、36名がクぬる湯ク  

と返答しているところよりして、一般に高令者にはクぬる湯クを好む者が多いと解して差支えな  

いであろう。  

牙ⅠⅤ表  入   浴   温   度  

（5）主なる利用温泉名：第Ⅴ表に示す様に別府市内の公共温泉ほ多種多様に亘り、実に128真名  

に及ぶ返答を得た070才以上高令老中、公共温泉利用率ほ87％であり、その中利用率1％以上の  

浴場名について表示した0浜脇温泉の9・30％、田ノ湯温泉の5．55％が特に高値を示しており、  

2％以上の浴場ほ八幡、四ノ湯、白湯、永右、朝見の各温泉である。  
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矛Ⅴ表 主なる利用温泉名  一方自宅温泉利用率ほ13．軍野ギ予想外  

に少なく、これを各枚区別に第Ⅶ表に表示  

すると、北校区ほ27．71％で圧倒的に多く  

次いで亀川校区17．89％、青山校区15．43％  

両校区11．22％の順である。   

これほ在住者の生活程度、泉源の存在、  

引湯との関係等に左右されるものと思われ  

る。自宅温泉数を的確に把握し得る資料が  

ないので、これと高令者の多少を考察しが  

たい。別府市内公共市有温泉中17ケ所のみ  

についての統計でほ1日入浴者数名436名、  

実に総人口の1割に近い利用率がある。こ  

Q中一放と高令者の、共に明らかな所匿つ  

いて、両者の利用度を検討すると、第Ⅶ衷  

に示す様に浜脇温泉でほ一般利用率65．52  

％、高令者利用率44．54％、田の湯温泉で  

ほ一般利用率13．94％、高令者利用率26，61  

％、永石温泉でほ一般利用率11．28％、高  

令者利用率10．64％、不老泉でほ一般利用  

率7，15％、高令者利用率9．52％、柳湯では  

一般利用率5．11％、高令老利用率8．69％で  

あり、高令者の利用度が高いものに田ノ湯  

柳湯、不老泉がある。ことに田ノ湯が高令  

者に2倍の利用率が見られることほ、本泉  

の特異作用として注目される。当高令者の  

87％が公共温泉利用者であることほ、別府  

市がその都市条件として公共温泉が多く、  

その利用が一般化されているためであろ  

ごう。   

牙Ⅶ表 各校区別における自家  

温泉用利数  

（註）南立石校区は調査不充分のため全高令者に発送  
し得なかった  
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牙Ⅷ表  

泉  名卜般入浴数  盲分率  高令者入浴数  膏分率   

浜脇温泉 l 2．946   62・52％   159   44・54％   

田ノ湯温泉 l  657  13・94％   95   26・61％   

永石温泉 t   531  11・28％   38  10・64％   

不 老 泉l  3。ウ  7・15％   34  9・52％   

初   湯 1  241  5・11％   31  8・69％   

計  I 。．712   100・00％   357  100．00％   

（6）現在の健康状態】高令者の健康状態に関しては、これを良及び不良の二種として解答を求  

めた。第Ⅶ表に示す様に返答者数1．819名中、良と返答したもの、男79．43％、女75．64％、不良  

と返答したもの、男20．57％、女24．36％であり、七十才以上返答高令者の大部分ほ自覚的に健康状  

態の異常を認めていない。特に興味あることほその年令層別統計において90才以上の男1名、女4  

名共に健康状態艮と返答し、又85才一89才の層でほ男9名中9名、女24名中21名（87．5％）が健康状態  

良と返答している。これほその健康状態の最良の条件にあるものが高令に達すると思われる。  

矛Ⅷ表  現 在 の 健 康 状 態   

7）現在曜患疾患各々仝返信者1．863名中、罷患疾患名を記述したものほ632名（33．92％）であ  

り、この百分率ほ健康状態不良と返答した数の百分率を上まわるが、これほ一般の概念として所  

謂固疾と健康状態とは平行して考えないためであろう。第Ⅸ表に示す様に疾患名としてほ、神  

経痛、リユウマチ（これほ神経痛と記述したものもあり、叉リユクマチと記述したのもあるが、  

大部分ほ神経痛リユウマチと単独名で記述してあるので一括して統計処理した。）が圧倒的に多  

く、仝疾患中の38．60％をしめ、次いで胃腸疾患が12．65％、高血圧が8．22％、中風が7．9％、喘息  
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擢  息  疾  患  名  矛Ⅸ表  

が7．75％、心臓疾患が6．80％、老衰が5．22％、眼病が2．84％、腎臓疾患が1．74％である。90才以  

上の高令者もこおいてほ罷患疾患を言己述したものほ1名もなく、85才～89才でほ僅かに5名が記述し  

たのみであり、その疾患名も神経痛2名、老衰2名、胃腸疾患1名である。これほ健康状態の項で  

述べた様に80才以上の高令者でほ健康状態も良であり且、固疾を有しないと思われる。叉前回発  

表した別府市、大分市並びに全国死亡統計と比較検討すると胃腸疾患では躍患率12．65％、返答  
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総数盲分率4．35％で死亡統計でほ別府3・43％、大分3・12％、全国5．33％を示しており全国平均より  

ほ低く、別府、大分両市よりほ高いが大差ほない。高血圧ほ程患率8．22％、絵数百分率2．89％で  

死亡統計の別府0．96％ヾ大分0．42％、全国平均の0．49％の何れよりも相当高値である。又老衰忙  

っいてほ曜患率5％、総数百分率1．88％で死亡統計の別府11．50％、大分13．12％、全国平均8．35  

％の何れよりも低く、これほ温泉が老化の防止に役立っているものと解し得るであろう。  

叉中風、腎臓疾患、心臓疾患等も罷患率ほやゝ死亡統計百分率を上まわるのもあるが、綺数官分  

率は何れも低い値を示している。   

元来此種調査ほ他に顆を見ず、非温泉地との比較が出来なかった。  

4 結  

昭和31年7月、別府市内在住七十才以上高令者2．861名に対し、入浴状況、健康状態に関する  

アンケー＝忙よる返信者1．863名について統計的検討を加え、次の如き結論を得た。  

1）別府市内在住七十才以上の高令者の80％以上ほ10年以上の長期在住者であり、更にその80  

％以上ほ叉一日一回乃至はそれ以上の泉俗骨用者である。   

2）入浴時間ほ概ね10分～30分間でクあつ湯クよりクぬる湯クを好む者がやゝ多く、殊に男子  

にほ優位差がある。   

3）利用温泉ほ約13％が自宅温泉、87％が公共温泉であり、多種多様に亘っており、一般利用  

率匿比して田の湯の高令者利用率が特に大であった。   

4）七十才以上返答高令者の健鹿状態惟殆んど良好で75％～80％に及び、重症疾患とみなされ   

る疾患の曜患率も比較的少ない。   

5）返答者総数の13．90％に神経痛又はリューマチを訴えており、高血圧は2．89％でやゝ多く  

老衰は1．88％で低値を示している。   

（掴筆するに当、り、御校閲を賜った八田教授並びに真しなる御返答を戴いた高令者各位に謝意  

を表す）  
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